お願いとご注意 


一重要なお知6せ一 


SoftBank 206SH 


このたびは、 So れ Bank 20己 SH をお買い上げいただき、 
まことにあ0びとラございまず。 

SoftBank 2日巨 SH をご利用の師こ、本書をご覧になり、正しくお取 D 撒 
い < ださし、 

本書をご覧いただいたあとは、大切に保管してください。 

SoftBank 206SH は、 4G 方式、 3G 方式、 GSM ち式に対応しておりまず。 
• SoftBank 4G は、第 3 .己世代移動通信システム上の巧術に巧しても 4G の 
呼称を認めるといラ国際電気通信連合 (ITU) の声明に基づさサービス名称と 
して使用しています。 


•本書の内容の一部でち無断転載することは禁止されております。 
♦本書の内容は将来、予告無しに変更することびございます。 
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お買い上げ品の確認 


■ 206 SH 本か 


》電巧は、本機に内蔵されています。 
》本体の背面力 J (一は外れません。 


■ AC アダプタ ( SHCEJ 1 ) 



■卓上ホルダー ( SHEFA 1) 



■ TV アンテナ入力用 
microUSB を換ケーブル 



■ クイックスタート 


■お願いとごま意(本書） 
■保証書(本な:、 AC アダプタ) 


プック マークー 


関連情報のご紹介 


■本機の巧いかたや機能を詳し<巧りたいとを 

•本機に内蔵されている r 使い方ガイド」（アプ U) をごま用ください。 

■ステータスパーを下にドラッグ♦通知パネルの r 使いちガイドはこち引♦画面に従って操作 
•下記の r オンラインマニュアル」もご利用ください。 

■本機か5:アプリケーションシートで J (ブラウザ） ♦ g * 

細 

ぷバケット通信料が必要です。 

■パソコンか5: http :// www . softbank . jp / mt )/ r / support /20 臣 sh / 

■ ソフトバンクモバイルホームぺージ h 刊 p :// www . softbank.jp 

■ M 部機器連携ガイド(バソコジ用） 

http ソ / k - tai . sha 「 p . cQjp / support / s /206 sh / penphe 「 als.html 

■ microSD 力ードについて 

本機は microSD/microSDHC/micmSDXC 力ードを利用でさます。本書では microSD 力ード 
(microSDHC/microSDXC 力ードを含む)を、む降に D 力ード」と記載いたします。 


1 














か-とル-ルを守りまミに使用しましよ i 


ルールをす0ましよ3 


本磯の使いかたを誤ると、機器の発熱•破壊•感電と 
いったを検を伴い、死 t または重傷を負ラ恐れがち 
りまず。け下の内容および r 安を上のごま意」 

(頓=21ベージ)をお読みのうえ、正しくお使いく 
ださい。 




こんな巧いかたはやめましよ3 I 


■ 端子を巧がませない 

端子に金属製のストラツ 
プやヘアピンなどが軸れ 
ないよラにして < ださい。 
ショートによる火がや故 
障などの原因となります。 


■分解/改造しない 

キャビネットを開けた0 
改造しないでください。感 
電やけびの原因となりま 
す。修理などはソフトパン 
クにご依頼ください。 



■防水を過信しない 

防水であっても、水中に沈 
めた0大量の水をかける 
と、内部に水が入0火がや 
感電の原因となります。ま 
た、真水政がはかけないで 
<ださい。 




■加熱しない 

乾燥などの目的で、電子レ 
ンジなどの加熱調理機器 
に入れないでください。ま 
た、高温になる場所で使用 
しないでくださし、。 


■指定品 la かは巧用しない 

充電器などは必ずソフト 
バンク指定のちのをお使 
いください。 




■電池の交換はソフトバンクにて 

本機は電池を内蔵してい 
ます。取り扱いを誤ると、 

漏液•発熱•破碧•発火など 
の原因となります。 

また、内蔵電池の交換につ 
いては、 r お問い合わせ先」 

(11^ 裏表紙)または r ソフ 
トバンクショップ」にご相 
談ください。 




■運起中は巧用しない 

自動車などの運転中は絶 
巧に使用しないでくださ 
い。メールを見るだけで処 
罰の対象となります。 
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マナーを守 D ましよ3 




こんな場所では電源を切0ましよ5 I 


■旅を機巧 

運航の安全にま障をさた 
す可能性があります(航空 
機内で携帯電話を使用で 
きるときは、航空会社の指 
示に従い、適切にご使用く 
ださい)。 


■病院巧 

医用電気機器に該響を及 
ぼす可能性があります。 



本機をお使いになるときは、周囲への気配りを忘れ 
ないよラにしましよラ。 

次のよラな場所では、特にごま意ください。 

■ 電車やバスなどの交通煤関 

車内のアナウンスや掲示に従いましょラ。 

■劇場や映画お、美術館など 

周囲の迷惑にな5ないよう電源を切っておきましょう。 


■ レストランやホテルの□ビーなど 

静かな場所では、大きな声での通話は控えましょラ。 

■おの中 

通行の巧げにならない場所で使いましょラ。 

■混巧した場所 

事前に機内モードに設定、または、電源を切ってくだ 
さい。付近にペースメーカなどを装着されている方が 
いると、誤動作などの影響を与えることびあります。 


マナーを守るための便利な機能_ 

マナーモード 

着信びあったりアラームび動作してわ、本機から 
音び出ないよラにします。 

簡易留守録 

電話に出5れないとさ、巧手の方ッセージを本機 
に録音します。 

機内モード 

電源を入れたまま、電波の送受信だけを停止します。 



















本煤の巧電 


お買い上げ時、本機は十分に巧電されていません。 
本機を巧めて使うときは、必ず充電してから、電源 
を入れてください。 

•電池残量がかな < なっていると、電源が入らないこ 
とびお0ます。 

* 充電しても電源が入日ない場合は、ソフトバンク 
ショップへご相談ください。 


[ 章上ホルダーをが巧ずる 

付属の卓上ホルダーと AC アダプタを使用して巧 
電しまず。 

•卓上ホルダーや AC アダプタは、防水対応していま 
せん。本機び濡れているとさは、絶巧に充電しない 
で < ださい。 

感電や回路のショートなどによる火が•故障•やけ 
どの原因となります。 

•充電中は、本機や AC アダプタび温かくなることが 
あります。 
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〇卓上ホルダーの接続端子に AC アダプタ 
の microUSB プラグを是し込む 

• mic の US 日プラグを誤った向きに差し込む 
と、卓上ホルダーの接続端子び破損すること 
びおります。 

mic の US 日プラグのあ状と向きをよく確かめ 
て、突起部を下にして差し込んでください。 

© AC アダプタのプラグを起こし、家庭用 
AC コンセントに是し込む 



♦ 凹部に親指をかけて矢印のち向にプラグを起 
こします。 

© 本機の巧電端子を下刷にして卓上ホル 
ダーの上に置< 



〇 本機を巧印の方向に r カチッ J と音びずる 
まで倒ず 



• 充電び始まり、充電/着信ランプび点灯しま 
す。 

• 充電/着信ランプが消打すれば、充電は完了 
です。 

© 巧電完了をは、卓上ホルダーか5本機、 
AC アダプタの microUSB プラグの順に 
取日かし、 AC アダプタのプラグを家庭巧 
AC コンセントか6巧を、プラグを巧の巧 
態に房ず 



• 本機を取りがすとさは、卓上ホルダーを巧さ 
えながら手前に引さ出してください。 

































本機の充電 

■フ□ントダクトについて 

卓上ホルダー利用時は、本機のスピーカーから出た 
音が卓上ホルダーのフ□ントダクトから聞こえま 
ず。 

音楽や動因、フルセグ/ワンセグなどの音黃が聞を 
取りやずくなりまず。 

■ストラップを取り巧けたまま巧電ずるとを 

図のように、ストラップを手前ち向に出してくださ 
い。このとき、本機と卓上ホルダーの間に、ストラッ 
プを挟み込まないようにごま意ください。 



AC アダプタ利用時のご ミ 主意 

•充電するとさを除さ、プラグは倒してくださしま 
た、〕ードを強く引っ張ったり、ねじったりしないで 
<ださい。断線の原因となります。 

内蔵電池について 
• 電池は本機内に内蔵されています。 

•充電しても使用時間び極端に短い場合は、内蔵電池 
の寿命の可能性があ0ます。次の操作で、内蔵電池の 
充電能力をご確認 < ださい。 

アプリケ-シヨンシ-卜で(設定) 



• 内蔵電池のI性能や寿命をな下させる原因とな0ます 
ので、]; TF の保管をしないよラにご注意ください。 

-フル充電状態(充電完了後すぐの状態)での保管 
■ 電池残量がないが態(本体の電源び入らないほど 
消費している状態)でのイ呆曽 

• お客様び登録•設定した内容び消失または変化した 
り、本機び使用でさな < なることびあります。長期間 
保管•放置するとをは、半年に1回程度補充電を行っ 
て < ださい。 

• 内蔵電池の使用条件によって、寿命び近づ < につれ 
て巧蔵電池び膨れることびありますび、安全上問題 
はありません。 

• 内蔵電池は消耗品です。十分に充電してを使巧でをる 
時間び極端に短 < なった5、交換時期です。内蔵電池 
を交換してください。なお、内蔵電池は、お客様自身で 
は交換できません。内蔵電池の交換につい口ま、 r ソフ 
トバンク ショップ」 などで、本機をお預かりして有料 
にて承りまず。 r お問し冶わせ先」（嚴畫表撇または 
「ソフトバンクシヨッスへごネ目談ください。 
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U チウムイオン電池について 

• 本機は、 U チウムイオン電池を使用し 
ています。 u チウムイオン電池はリヴ 
イク j レ可能な責重な資源です。 

■ リヴイクルは、お近くのモバイル- 
U サイクル•ネットワークのマーク 
のあるお店で行っています。 

■ U サイクルのときは、ショートさせ 
たり、分解したりしないで < だを 
し、火が•感電の原因となります。 

巧電/着信ランプが点滅しているとを 
• 巧蔵電池の異常または寿命のため、充電で去ていま 
せん。 r ソフトバンクショップ」などで、内蔵電池の交 
換をご化頼 < ださい。 

海外での充電について 

• 海が■での充電に起因するトラブルについては、当社では 
責任を負いかねますのであ5かじめご了承<ださい。 


L AC アダプタを利巧ずる 」 

AC アダプタで充電する方法を説明しまず。 

• AC アダプタは、防水対応していません。本機び濡れ 
ているときは、絶対に充電しないでください。 

感電や回路のショートなどによる火が•故障•やけ 
どの原因となります。 

• 充電中は、本機や AC アダプタび温かくなることが 
あ0ます。 



• microUSB プラグを誤った向きに差し込むと、本機 
の外部接続端子が破損することびあります。 
microUSB プラグのあ状と向きをよく確かめて、突 
起部を下にして差し込んでください。 

























本機の充電 


PC 接続用 microUSB ケープル巧用時のごま意] 


電池のミ肖費を程減する 


PC 接続用 microUSB ケーブル rSHDDLlJ (オプ 次の操作を行うと、電池の消費を軽減できまず。 


シヨン品)で本機とパソコンを接続すると、パソコ 

ンの USB 端子か日の電力で本機を充電できまず。 

• PC 接続用 microUSB ケースレを使って本機とパソ 
コンを接続すると、自動的に本機の電源び入ること 
びあります。このため、航空機内や病院など、使用を 
禁止された区域では本機とパソコンの接続を行わ 
ないよラご注意 < ださい。 

•接続環境やパソコンの状態によっては、充電でさな 
かったり、充電に時間がかかったりすることびあり 
ます。 

• 充電時間は、家庭用 AC コンセントで充電したとさ 
よりも長くなります。 


■ PC 接続巧 microUSB ケーブルを接続ずるとを 



microUSB フラグ 


• microUSB プラグを誤った向さに差し込むと、本機 
の外部接続端デび破損することがあります。プラグ 
のお巧と向きをよく確かめて、突起 n と差し込み口 
曰を下にして差し込んでください。 


〇アプ U ケーシヨンシートで因（設を) 



エご技設 


• 確認画面び表示されたときは、画面に従って 
操作してください。 


を おも 羽 / 陆細 

• 確認画面が表示されたときは、画面に従って 
操作してください。 


エコ巧設定について 

•設定モードは、 r 標準」/限あり」 /r お助け」の3つ 
から選べまず。 

• 限あり」/「お助け」を選択した場合は、いくつかの 
機能び制限されます。また、 r お助け」では画面の明る 
さび抑えられ、 wm や GPS などの通信機能び無効 
になります。 

• 备モードの! B またはをタリプすると、設定の 
容の編集/確認びでをまず（「お助け」は、確認のみ行 
をます)。 

• 設定項目 r 省エネ待受」では、画面消灯時/ (ックグラ 
ウンドで動くアフ U ケーシヨンの動作を制限します 
(アプ U ケーシヨンによっては、画面消巧時に正しく 
動作しないことびあります)。 
r 技あり」では、次の操作で制限するアプリケーシヨ 
ンを個別に設定することちでさます。 
r 技あり」の圍♦惜王ネ待到の〇 ♦ SS ♦關ず 
るアプリケ-シヨンの 

•定期的に通信をするアプ U ケーシヨンの中には、「技 
あり」 /r お助け」かが標準」に設定した場合、通信を 
開始しないをのがあります。このとさは、いったん本 
機の電源を切り、再度電源を入れてください。 
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SD 力ードの取り付け/取りかし 


L SD 力ードについて J 

■ SD カード取0付け位置について 

SD 力ード取り付け位圍ま、 USIM 力ード取り付け 
位置との上下2段構造となっていまず。 

SD 力ードを、誤って USIM 力ード取り付けに置に 
差し込んだり、誤った向きで差し込んだりしないよ 
う、ごま意ください(下図参照)。 



■ microSDXC カードについて 

本機は、 SDXC 規格の S □力ード (microSDXC 
力ード）に対応しています。 

• microSDXC 力ードは、 SDXC 規格対応機器でのみ 
ご使用いただけます。 

• 万一、本機で使用した microSDXC 力ードを SDXC 
規格非対応機器に取り付けたときは、データび破損 
することびあります。また、フ オーマッ ト(初期化） 
を促すメツセージが表ちされた場合は、実行しない 
でください。 


■ フォーマットすると、 microSDXC 力ード内の 
データはすべて消去され、異なるファイルシステ 
ムに書き換えられます。 

■フォーマットにより、本来の容量で使用でさな< 
なることびおります。 

■ データが破損した microSDXC カードの再使用 
にあたっては、 SDXC 規格対応機器での再フォー 
7ットび必要です。 

• 本機と SDXC 規格非対応機器との間でデータをや 
り取りするときは、本機と相手機器の規格両方に準 
拠した SD 力ード (microSD/microSDHC 力一 
ド） をご使用ください。 

SD カード利巧時の ご注意 

• SD カードを無理に取り付けたり、取り外したりしな 
いで <だごし、。 

• SD カードは、ルさなお子様の手の届かない所で保 
管/使用してくだごい。誤って飲み込むと、室息する 
恐れびあります。 

• 端モ面に手や金属で触れないでくだごし、。 

• SD カードの登録内容は、事故や故障によって、消失 
または変化してしまラことびあります。大切なデー 
夕は控えをとっておくことをおずずめします。なお、 
データび消失または変化した攝合の損害につをまし 
ては、当社では責任を負いかねまずのであらかじめ 
ご了承 < ださい。 

• データの読み出し中や書き込み中は、絶対に本機の 
電源を切らないで<ださい。 

• データの消去や上書さなどにごミ主意 < ださい。 
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SD カードの取り付け/取りがし 


L SD 力ードを取り付ける 

必ず電源を切ったあとで巧ってください。 

〇力ード挿入□キャップを開く 



0 SD 力ード挿入□(上段)に、 SD 力ードを 
是し込む 



• 端子面を上にして、 SD カードを奥までゆつく 
りと水平に差し込みます。 

0力ード挿入□キャップを閉じる 



• カード挿入□キャップは、確実に開じて<だ 
さい。パッキンとの接触面に細かいゴミなど 
びはさまると、水が侵入する原因となります。 
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L SD 力ードのマウントを解除する 

SD 力ードを取り外ずときは、必ずマウントを解除 
して < ださい。 


〇 

© 

© 


アプ U ケーシヨンシートで因（設を) 


スト レージ 


microSD のマウント解除 



I _ SD 力ードを取0がず_ I 

必ず電源を切ったちとで巧ってください。 

G 力ード巧乂□キャップを開く （ Q ： 貫を記操 
作〇) 

© SD 力ードを巧0巧ず 



• SD カードを軽く巧し込んだあと、手を離しま 
す。 SD カードびかし飛び出てさますので、 

ゆつ<りとお平に引き抜いてください。 

0 力ード挿入□キャップを閉じる0^を記 
操作©) 


TV アジテナん加 micmUSB 変換ケ-ブルに〕いて 


付属の TV アンテナ入力用 microUSB 変換ケーブ 
ルと市販のアンテナケーブル ( F 型接栓ケーブル） 

を使用して、本機と地上デジタル放送用アンテナを 
接続すると、ま定した電波の受信げ態でフルセグを 
視聴することができまず。 

• TV アンテナ入力用 microUS 日変換ケーブルの取り 
付けについて詳しくは、オンラインマニュアル 
(啜1ページ)を参照してください。 

r 卓上ホルダーとおみ合わせて利用ずる ] 

• 本機を卓上ホルダーに取り付ける前に、 TV アンテ 
ナ入力用 micmUS 巨蜜換ケースレを卓上ホルター 
底面の溝にはめ込んでください(下図参照)。 



■ TV アンテナ入力用 microUSB 巧巧ケーブル 
を利用しないとを 

TV アンテナ入力巧 micmUSB 変換ケーブルの 
microUSB プラグを、卓上ホルダーの背面にある 
穴に差し込んで収納ずることができます。 



TV アンテナ入力用 micmUS 巳変換ケープル利用時 
のご ミ 主意 

• 分配器を使用すると感度劣化することびあります。 

• アンテナケーブルによっては感度劣化することがあ 
ります。 

• アンテナケープルは、接続ずる端テの奥までしっか 
りと差し込んでくだごし、 

• アンテナケーブルと接続するとをは、 F 型コネク 
ターのピンび巧びらないよラご注意<ださい。 

• ケープル TV は周波数のち式によっては視聴ずるこ 
とびで宝ません。 

• BS デジタル放送または CS デジタル放送には対応し 
ていません。 


11 







































防水性能について 


本機の防水性能 

本機は、力ード挿入□キャップをしっかりと閉じた 
が態で、 iPX 5( 旧 J 间呆護等級已) 《ijpxyc 旧 J 旧 
保護等級 7) 相当の防水性能を有していまず。 
(防塵性能は有しておりません。） 

IPX 己とは、内径 6.3mm の注かノズルを使用 
し、約 3m の距離から約12甘」ットル/分の 
水を最低3分間ま水ずる条件であらゆる方向 
から噴流を当ててわ、電話機としての機能を 
有することを意味します。 

《2 IPX7 とは、萬温で水道か、かつ静水のか深1 m 
のところに電話機を静かに沈ゆ、約3日分間放 
置渡に取り出したときに電話機としての機能 
を有することを意味します。 

♦実際の使用にあたって、ずべてのげミ兄での動作をな 
証ずるちのではありません。お客様の取り扱いの不 
備による故障と認められたとをは、保証の巧まがと 
なりまずのでご了承ください。 

•本機は、 IPX 已 / IPX 7 の防水性能を有していまず 
が、清涼軟料水、海水などが入った場合には、故障の 
原因となることがありまず。 


本機のお取り巧いについて 

• 力ード挿入□キャップはしっかりと閉じて<ださ 
し、。バッキンとの接軸面に細かいゴミ（髮のま1本、 
砂粒1個、微細な繊維など)がはさまると、水び侵入 
ずる原因となりまず。 

•力ード挿入□キャップび開いている状態で水などの 
液化がかかった場合、内部に液ホが入り、感電や故障 
の原因となりまず。そのまま使用せずに電源を切っ 
て < ださい。 

• 本機が濡れているときは、乾いたきれいな巧でおき 
取ってください。 

• 手や本機び濡れているとさに、力ード挿入□キャッ 
プの開閉は絶巧にしないで<ださい。 

• イヤホンマイク端子、が部接続端子、巧電端子は、濡 
れていたり、砂やほこりび付着した状態でご使用に 
ならないでください。防水性能が損なわれたり、感電 
や回路のシヨートなどによる、故障•やけど•义ぶの 
原因となりまず。 

• 常温(己它〜3己で;)の真水•水道水にのみ対応してい 
まず。 


巧用時のごを意 

• 本機に次のよラな液体をかけたり、つけた0しなし、 
でください。 

■ 石けん、洗剤、入浴剤を含んだ水 
■ ミ毎水、プールのか 
■温泉、熱湯など 

• 海水やプールの水、清涼飲料水などびかかったり、 
ホコI」、砂、おなどび付着した場合には、すぐに常温 
(己で〜3已ご）の真水•水道水で洗い流してくださ 
しん乾燥して固まると、帝りび落ちにくくなり、故障 
の原因とな0ます。 

•砂やおなどびきれいに洗い流せていない状態で使 
巧すると、本体に傷びついたり、破損するなど故障 
の原因となります。 

•湯船やプールなどにつけないでください。また、水 
中で使用しないで < ださい(キー操作を含む)。 

• 本機は耐水圧設計ではありません。水道やシャワー 
などで強い流水(日リットル/分を超える）を当て 
た0、水中に沈めたりしないで<ださい。 

♦風呂場など湿気の多い場所には、長時間放置しない 
でください。また、風呂場で長時間利用しないでく 
ださい。 

♦サウナでは使用しないでください。また、ドライ 
ヤーなどの温風はあてないでくださし、。 

• 本機は温度:巳む〜3巳む、湿度: 3己％〜90%の範 
囲でご使用ください(風呂場などでの一時的な使用 
に限り、温度3日で〜40ごの嚴囲で巧能)。 

• コン n の脇や冷蔵庫の中など極端に高温•ほ温にな 
るところに置かないで<ださい。 

♦送話□、受話□、スピーカー部の穴にかび入ったと 
きは、一時的に音量びルさくなることびあります。 
十分にか抜きと乾燥(嚴1巳ぺージ)を巧ったうえ 
でご使用ください。 


• 充電器•卓上ホルダーオプション品は、防水/防塵 
対応していません。屋外や風呂場、洗面所など湿気 
の強い場所や水のかかる可能性のある場所では使 
巧しないでください。火災•感電•故障の原因となり 
ます。 

♦ 落下させるなど、本体に強い衝撃を与えたり、送話 
□、受話□、スピーカーなどを綿棒やとびったをの 
でつつ かないでください。防水性能び損なわれるこ 
とびあります。 

•砂浜、砂場などの砂の上に直接置かないでくださ 
し、。受話□、スピーカーなどに砂び入り、音びルさく 
なる恐れびあります。 

♦タッチ }(ネルに水滴び付いている状態や濡れた指 
でタッチ操作を巧った場合、正しく動作しないこと 
びおります。 

♦ 結露防止のため、寒し'»場所から風呂場などへは本機 
び常温になってから持ち込んでください。万一、結 
露び発生したとさは、取れるまで苗温で放置して< 
ださい。 

• 本機はかに浮さません。 

• 強い雨の中では使用しないでくださし、。 

•慮れたまま放置しないでください。寒冷地で凍結す 
るなど、故障の原因となります。 

• カード挿入□キャップに劣化、破損びあるとさは、 
防水性能を維持できません。これらのときは、 r ソフ 
トバンクショップ」までご連絡ください。 

巧電時のごを意 

• 本機び扇れているとさは絶対に充電しないで<だ 
さい。感電や回路のショートなどによる火災‘故障‘ 
やけどの原因となります。必ず乾燥させてか5お使 
い < ださい。 

•慮れた手で卓上ホルダー•充電器に触れないでくだ 
さい。感電の原因となります。 
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防水性能について 

* 卓上ホルダー•充電器は、水周りで使用しないでく 
ださい。火が•感電の原因となります。 

•外部接続端モ部、充電端子部に水が侵入したとさは 
絶対に充電しないで<ださい。 

充電ずる前には、必ず次の作業を行ってください。 

1本体をしっかりと持ち、2日回程度振る 
2外部接続端子部、充電端子部のすさ間に入った水 
分を、乾いた巧などに押し当ててなさ取る 
3乾いた巧などを下に敷さ、2〜3時間程度常温で 
放置する 


r 防か性能を維持ずるために I 

• カード挿入□キャップのゴムパッキンは、防水性能 
を維持するための重要な役割を担っています。次の 
ことにごを意ください。 

■ はびしたり、傷つけたりしないで < ださい。 

また、づ S が付着しないよラにして < ださい。 

■ カード挿入□キャップのすさ間、イヤホンマイク 
端子部、外部接続端子部に、先のとびったわのを 
差し込まないで < ださい。ゴムパッキンが傷つ 
さ、水が侵入する原因となることがあります。 

■ カード挿入□キャップが傷ついたり、変おしたり 
したときは、 r ソフトバンクショップ」にご相談く 
ださい。 

• 防水性能を維持するため、異笛の有無にかかわら 
ず、2年に1回、力ード挿入□キャップを交換ずるこ 
とをおすすめします。お客様ご依頼によるカード挿 
入□キャップの交換は、本機をお預か0して有料に 
て承0ます。 r お問い合わせ先」 （1^ 裏表紙)または 
「ソフトバンクショップ」へご相談くださし、。 


本おの洗いかた 


本機に巧れ、ホ〕 IJ 、砂、清涼飲料水などび付着したと 
きは、汚れを軽く巧で除去し、やや弱めの水流[目|」ッ 
トル/分し:1下、常温(日む〜3已ご）の水道水]で蛇□や 
シャワーか5約 10cm 離して洗います。カード挿入 
□キャップが開かないよラに巧さえたまま、ブラシや 
スポンジなどは使用せず手で洗ってください。洗った 
あとは、水拖きをしてから使用してください。よく乾 
燥したあと、電源を入れて < ださし、。 

* カード挿入□キャップび、さちんと閉まっているこ 
とを確認してから洗ってください。 

•洗濯機や超音波洗浄機などで洗わないで<ださい。 
• イヤホン7イク端子部、外部接続端子舰ま、特にホ 
コリや砂などの巧れび付着しやずい部位です。巧れ 
を残さないようしっかりと洗い流してください。ま 
た、水洗い後は十分に乾燥したことを確認したラえ 
でご使用ください。砂や水滴び端子部に残ったまま 
の状態でご使用になりますと、故障•やけど•火がの 
原因となります。 

• イヤホンマイク端子部、外部接続端子部を洗ラとさ 
は、綿棒などの道具を使巧したり、布を端デ巧部に 
巧し込んだりしないで<ださい。防水性能び損なわ 
れるなど、故障の原因とな0ます。 

* 乾燥のために電デレンジには絶対入れないでくだ 
さい。内蔵電池を漏液•発熱•破裂•発火させる原因 
とな0ます。また、本機を発熱•発煙•発火させたり 
回路部品を破壊させる原因となります。 

• 乾燥のためにドライヤーの温風をあてたり、高温環 
境に放置しないで < ださい。本機の変形、蜜色、故障 
などの原因とな0ます。 
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[_ 水巧まのしかた I 

水に濡れたあとは、必ず r イヤホンマイク端モ制、慢 
話□部」、 r 外部接続端子部」、 r 送話□部」、 r 充電端子 
部」、 r スピーカー部」、 r マイク部」の水抜をを巧ってく 
ださし、。 

•本機を振るときは、落とさないよラにしっかりと 
握ってください。 

〇本な表面の水分を巧いた巧などでなく 
© 本機をしつか日と持ち、20回程度振る 


イヤホンマイク端子部 




© ち部のずさ聞に入った水分を、乾いた巧な 
どに巧し尝ててがま取る 



•各部の巧に水びたまっていることびあります 
ので、開□部に巧を当て、軽くたたいて水を出 
して < ださし1。 

• 開□部の水を抜 < 際は、布や綿棒などを内部 
に巧し化んだりしないでください。 

〇巧いた巧などを下に敷定、2〜3時巧程度 
甫温で巧置する 

水巧ををのごミち意 

•水滴び付着したままで使用しないで<ださい。 

■ 通話不良となったり、衣服やカバンなどを濡らし 
てしまラことびあります。 

■ イヤホンマイク端モ、外部接続端子などびショー 
卜ずる恐れびあります。 

■ 寒冷地では凍結し、故障の原因となることびあり 
ます。 
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B 音証ま号について 


PIN コードについて 


本機の使用にちたっては、;夕の暗話番号が必要とな 
りまず。 


操作用暗言正 
番号 

各機能を利用するとさの暗証番号です 
(お買い上げ時は設定なし)。 

□ック No. 

画面□ックの解除を行ラとさに使ラ暗 
証番号でず。 

交換機用暗 
証き号 
(発着信規制 
用暗强番号） 

ご契約時の4ケタの番号です。契約内容 
の変更、オフ シヨ ンサービスを 一般 電話 
か!5操作するとさ、発着信規制サービス 
の設定を行うときに使います。 


暗証番号はおちれにな6ないよ5、 
他人に知5れないよ5ごを意<ださい。 


他人に知5れ悪用されたとをは、その損害について 
当社では責任を負いかねまずので、あ5かじめご了 
承ください。 

♦万一お忘れになった場合は、所定の手続をがが要と 
なりまず。詳しくは、ソフトパンクモパイルホーム 
ページ(短=1ページ)を参照してください。 


操作用暗証番号を設定ずる 
¢1アプ y ケーシヨンシートで田（設定） 

©1 
©1 


その他の設 




作。臨正ま号設定 


〇1 

0設まずる操作用暗証番号入力*函 
© 設まずる操作。お註ま号を巧度入力*因3 

0函 


日音証番号の入力間違いについて 

• 各機能で暗証番号の入力を間違えると、間違いを知 
らせるメッセージび表示されます。操作をやり直し 
て < ださい。 

• 交換機巧暗証番号(発着信規制用暗証番号)の入力を 
3回間違えたとさは、発着信規制サービスの設定変 
更がで去なくなりまず。このとをは、交換臟用暗証番 
号(発着信規制用暗証番号)の変更び必要となりまず 
のでご注意ください。 

-切前、携帯電話から発着信規制巧暗証番号を蜜要 
されたお客様は、発着信規制を設定する際に、その 
変更後の番号を入力して<ださい。 


PIN コードとは、 USIM カードの暗話番号です。 
第兰者による本機の無断使用を防ぐために使いま 
ず ( USIM 力ードお買い上げ時は巧日9引に設定さ 
れていまず）。 

• 電源を入れたとき、円 N コードを入力しないと本機 
を使用でさないよラに （USIM カードを n ック）す 
ることびでさます。 


PIN コードを変更ずる ( USIM 力ードを□ック) 
〇アプリケーシヨンシートで H (設定） 


をの他の設定 




ysiM 力ードをロック 


© 規巧の剛トド入力*因3 

• rusiM 力ードを□ック」にチェックび入り 
(USIM 力ード n ックび有効となり）、 PIN コー 
ドを変更でさる状態となります。 


ySIM PIN のを更 


© 現なの PIN コ-ドん力*函 
© 巧しぃ剛コ-ド入力*函 
⑩巧しい円|\|コ-ドを再臥力争函 


円 N コードの入力間違いについて 

• 円 N コードの入力を 3 回間違えると、 PIN □ックび設 
定ごれ、本機の使用び制限されまず。 

PIN □ジクを解除するとき 
• お問い合わせ先 (0^ 裏表紙)で、 r 円 N □ック輯除 
コード (PUK コード)」を確認のラえ、次の操作を 
行って < ださい。 

PUK ]— ド入力♦因3♦新しい PIN コード入力 
♦33* 新しし、 PIN ]- ドを再度人力*03 

■ PUK コードの入力を1日回間違えると、 USIM カー 
ドび□ックされ、本機が使用でさなくなりまず。こ 
のとさは、 r ソフトバンクショップ」にて USIM 
力ー ドの再発巧^(有償)び必要になりまずので、ご 
ミ主意 < ださい。 
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おをな仕様 


使用巧料 


仕様変更などにより、内容が一部異なることがちります。 


206 SH 本は 


質量 

約1已9邑(内蔵電池を含む） 

内蔵電池宫量 

3,080 mAh 

連続通話時間※1 

約1,日00分 (3 G モード） 

約700分 ( CSM モード） 

連続待受時間を2 

が]己00時間 （3 白モード） 

約430時間 ( GSM モード） 

約430時間 (4 白モード） 

フルセグ/ワンセ 
グ連続巧聴時 
間※3 

約4.已時間（フルセブ） 

約 8. 日時間（ワンセブ） 

巧電時間(本機の 
電源を切って充電 
した場合） 

AC アダプタ:約280分 
シガーライター充電器:約400分 

サイズ 

(幅 X 高さ X 奥巧） 

約71 X 140 x 9.9 mm 
(突起部除 <) 

最大出力 

3白：0.2曰 W 

GSM (日00 MHz ) : 2 W ' GSM 
(1 800 MHz , 1 900 MHz)：IW 

4 白：0.2 W 


《1連続通話時間とは、電池の充電を満たし、電波び 
正常に受信でさる請！止状態から算出した平均的 
な計算値です。 

み2連続待受時間とは、電池の充電を満たし、通話や 
操作をせず、電波び正常に受信できる静止状態か 
ら算出した平巧的な計算値です。データ通信/緊 
急速報メールを無効に設定したとさの数値です。 
また使用環境(充電状況、気温など)や機能の設定 
状況などにより、ご利用時間び変動ずることびあ 
0ます。 


《3フルセグ/ワンセグ連続ネ見聴時間とは、電池の充 
電を満たし、ヴウンド設定 r ナチュラル」、横画面 
フルスクリーン表示、別売のマイク付ステレオイ 
ヤホンを使用し、音量最大、電池残量約1日％を残 
した計算値です。電波状況、再生コンテンツによ 
り、ご利用時間び蜜動することびあります。ワン 
セグ視聴時は r ワンセグ固定」設定としています。 

♦左記の時間は、エコバックライトコント □- ルを 
「日 FF 」、 アウトドアビューを roFF 」、 画面の明るさを 
「21段階中の11段階目」に設定したときの数値です。 

• お使いの場所や状況、設定内容によって、左記の時 
間は変動します。 

* 液晶ディスプレイは非常に精密度の高い技術で作ら 
れていますび、画素欠けや常時点灯する画素びある 
場合がありますので、あらかじめご了承ください。 

付属品 


■ AC アダプタ （ SHCEJ 1 ) 


電源 

AC 1 00 V -240 V 、 日日/ 60 Hz 共用 

消費電力 

9 W 

出力電圧/出力電流 

DC 己. 0 V /1. 日 A 

巧電ミ品度範囲 

巳て:〜 3 己で 

サイズ 

(幅 X 高さ X 奥巧） 

約 40 X 己 3 X 23mm 
(突起部、コード除く） 

コー ドの長さ 

約 1 .巳 m 


■卓上ホルダー ( SHEFA 1) 


入力電圧/入力電流 

DC 己. 0 V /1.0 A 

出力電圧/出力電流 

DC 己. 0 V /1.0 A 

巧電ミ品度範囲 

巳て:〜3己て： 

サイズ(幅 X 高さ X 奥行） 

約1己 8 x 71 X 己巳 mm 


■ TV アンテナ入力用 microUS 己を換ケーブル 

[ケーブルの長さ I を 0 cm 
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使用箇所 

使用材料/表面処理 

キャビネット（ディスプ 
レイ側） 

PA 樹脂+白 F 樹脂/塗装、 

UV 塗装 

背面カバー 

《ラスターホワイト/ 
プルー 

PC 樹脂/塗装、 UV 塗装、印 
刷 

背面カバー 
》プラック 

PC 樹脂/塗装、印刷、轴感 
塗装 

カード挿入□キャップ 

PC 樹脂+エラストマー樹 
脂/塗装、 UV 塗装 

カード挿入□キャップ 
(パッキン部） 

シ IJ コンニ f ム+ステンレス 

電源キー 

PC 樹脂/塗装、 UV 塗装、印 
刷 

テレビアンテナキャップ 

PC 樹脂 + ABS 樹脂/塗装、 
UV 塗装 

テレビアンテナ（エレメ 
ント部） 

ステンレス + NiTi 合金 

テレビアンテナ(取り付 
け部） 

亜鉛/無電解 Ni メッキ 

テレビアンテナ(取り付 
けネジ） 

ステンレス/不動態化処理 

イヤホンマイク端モ 

PA 樹脂 + GF 樹脂 

ディスプレイ 

強化ガラス/裏面印刷 

飛散防止シート 

PET / 裏面多層膜蒸着、裏 
面印刷 

カメラ窓 

アクリル樹脂+ PC 樹脂/ 
表面防ち処理、裏面印刷 

ホが線ポート 

ABS 樹脂 

モバイルライト窓 

PC 樹脂 

スピーカ ー X ッシュ 

ナイ□ン樹脂 


使用箇所 

使用材料/表面処理 

外部接続端子 

ステンレス/鎮メッキ 

充電端モ 

ステンレス/金メッキ 

USIM トレイ 

P 日 M 翻旨 


付属品 

■ AC アダプタ ( SHCEJ 1 ) 

I 戶 C 樹月旨 + MB S 樹月旨+ PBT 樹 
使用材料/表面処理脂 + TPE 樹脂+銅合金+ 
SUS/Ni メッキ 


■卓上ホルダー ( SHEFA 1) 

用材料/表面姐理 fABS 樹脂/金;ツキ 


卓上 ホルダーの 材料に ついて 

♦卓上ホルダーの一部に使用の材料は、植物由来の樹 
脂を含んだ成形品で、が来の石油系樹脂と比べて、ラ 
イフサイクル全体の0日2排出量石油使用量を減5 
すことのでさる環境に優しい新素材です。 


■ TV アンテナ入力用 microUSB を換ケープル 


使用材料/表面処理 


LCP 樹脂+鉄+黄銅+ガラエ 
ポ /Ni メツキ 
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[ア更新 


ネットワークを利用して本機のソフトウエア更新 
が必要かどラかを確認し、必要なときには手動で更 
新でをまず。 

•お買い上げ時は r 自動更新する」に設定されています。 


ソフトウェア更新を巧う前に 

•本機の状況(故障•破損•水濡れなど)によっては、保 
存されているデータび破棄されることびあります。 
必要なデータは、ソフトウェア更新前にバックアッ 
プしてお < ことをおすずめします。なお、データび消 
失した場合の損害につをましては、当社は責任を負 
いかねまずので、あらかじめご了承 < ださい。 

ソフトウェア更新についてのごま 意 
• 更新が完了ずるまで、本機は使用でさません。 

• 電波状態のよい所で、移動せずに操作して < ださい。 
また、電池残量び十分ある状態で操作して < ださい。 
更新途中に電波状態び惡 < なったり、電池残量びな 
くなると、更新に失敗することびあります便新に失 
敗すると本機が使巧でさな < なることびあります)。 
• 他の機能を操作しているときは、ソフトウェア更新 
は行えません。 

• 本機に P 巳接続用 micraUS 日ケーブル(オプション 
品)を接続しているとをは、取り外してくだごい。そ 
のままでソフトウェア更新を実行すると、正しく完 
了でをないことびあります。 


[ 


手動でソフトウIア更巧する 


〇アプ U ケーシヨンシートで因（設を） 


• Lu 降は、画面に従って操作してください。 


自動更新の開始時刻を変更するとを 


• 操作©で 


更新時刻設定 


をタップし、開始時刻を変更 


します。 


■ ソフトウエア更新びち了すると 

ソフトウ I ア 書き換え 完了画面が表示されたあと、 
自動的に再起動します。 

• 再起動後、更新完了のッセージとインフオ;一 
シヨンび表示されます。 


ソフトウエア是新後に再起動しなかったとさ 

• 本機を再起動(強制的に電源を切る：0^37ページ） 
してください。それでも起動しないとをは、ご契約の 
ソフトバンクの故障受付 (0^ 裏表紙）にご相談くだ 
さし、。 
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をを上のごま意 


ご使用の制〔、この r き全上のごま意」をよくお読みのうえ、正しくお使いくださし、また、お読みになつた 
あとは大切に保管してください。 

• ここに示した注意事項は、お使いになる人や、他の人への危害、財産への損害を未然に防ぐための内容を記載 
していますので、必ずお守り < ださい。 

•本製品の故障、誤動作または不具合などにより、通話などの機会を逸したために、お客様、または第兰者び受 
けられた損害につさましては、当社は責任を負いかねますのであらかじめご了承ください。 


巧の表示の区分は、表示内容を巧5ず、誤った使用 
をした場合に生じる危害や損害の程度を説明して 
います。内容をよく埋解したラえで本文をお読みく 
ださい。 


を巧 

この表示は、 

取り扱いを誤った場合、 

r 死 t または重傷を負ラち険が切 
迫して生じることが想定される J 

内容です。 

A 警告 

この表示は、 

取り扱いを誤った場合、 

r 死 t または重傷を負ラ可能性が 
想定される J 内容です。 

A ま意 

この表术は、 

取り扱いを誤った場合、 

r 軽傷を負ラ可能性が想定立れる 
場合および物的損害のみの発生 
が想定される J 内容です。 


次の給表示の区分は、お守りいただ < 内容を説明し 
ていまず。内容をよく埋解したうえで本文をお読み 
<ださい。 


0 

禁止 

禁止（してはいけないこと）を示しまず。 

お招票止 

分辭してはいけないことを示しまず。 

鶴 

水盛れ禁止 

水がかかる場所で使用したり、水にミ需6 
したりしてはいけないことを示しまず。 

磯） 

惡れ手尝止 

鼎れた手で扱ってはいけないことを示し 
ます。 

〇 

指示 

指示に基づく行為の強制(必ず実行して 
いただくこと）を示しまず。 

電源プラク 
を巧く 

電源プラグをコンセントか5巧いていた 
だくことを示します。 
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を全上のごを意 


本煤、 USIM 力ード、巧電器(オプション品 
含む)、卓上ホルダー、 TV アンテナ入力用 
microUSB 巧換ケーブル、 PC 拍镜用 
microUSB ケーブル(オプション品)、 
SD 力ード(オプション品） 

の取日扱いについて(共通） 




本磯に使用ずる充電器(ォブション品含 A 
む）•卓上ホルダー PC 接続用 microUSB 
ケースレ(オプション品）は、ソフトバン おお 

クが指定したちのを使用してください。 

指定品政外のちのを使用した場合は、内蔵 
電池の漏液•発熱•破裂 • 発火や、充電器の発 
熱•発火•故障などの原因とな0ます。 

分解•改造 ’ A ンダ付けなどお客様による ^ 
修埋をしないでください。 

火が.けが•感電などの事故または故障の原分解票止 
因となります。また、内蔵電池の漏液，発熱- 
破裂 • 発火などの原因となります。 

本機の改造は電波法違反とな0、罰則の対 
象とな0ます。 


本機内部•充電器•卓上ホルダーを 濡 5さ 
ないでぐださい。 

水ゃぺットの尿などの液体び本体内部に 
入ったとさに、磊れたまま放置したり、鼎れ 
たまま充電すると、発熱•感電•火が‘けび- 
故障などの原因となります。 

使用場所、取り扱いにごを意ください。 


水盛れ禁止 


高温になる場所(义のそば、暖房器具のそベ、 
ば、直が曰光の当たる場所、炎天下の車内 
など）で巧電•使用.放置しないでくださ 票止 

い。 

また、暖かい場所や熱のこちりやずい場 
巧(こたつや電気毛布の中、携帯カイ□の 
そばのポケット内など）においてち同様 
のを険がありまずので、巧電•放置’使用’ 

携帯しないで < ださい。 

機器の変あ • 故障や内蔵電池の漏液 • 発熱- 
発火 •破裂の原因となります。また、ケース 
の一部が熱くなり、やけどなどの原因とな 
ることびあります。 

本機に巧電器をラまく取り付けできない X-N 
ときは、無理に行わないでください。 
microUSB プラグの向きを確かめてか 票止 

5、取り付けや接続を行ってください。 

内蔵電池を漏液•発熱•破裂 • 発火させるな 
どの原因となります。 


本磯のディスプレイ部には強化ガラスをベ、 
使用していますが、落下などによる 衝撃 
や無理な力は加えないでください。 禁止 

ディスプレイび破損し、ガラスび鋭利な破 
片となって、激しく飛散する恐れがあ0ま 
す。万一、破損した場合は、破片や破損部分 
に直接手を她れないよラご注意ください。 

けびの原因となります。 
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本機•充電器•卓上ホルダーを、加熱調理 ベ、 
機器(電子レンジなど）•高圧容器(圧力差 vjy 
など)の中に入れたり、電磁調理器 （ IH 調 票止 
埋器)の上に置いたりしないでください。 

内蔵電池の漏液•発熱•破裂•発火や、本機- 
充電器の発熱•発煙•発火 • 故障などの原因 
となります。 


プロパンガス、ガソリンなどの引义性ガ A 
スや粉塵の発生ずる場所(ガソリンスタ V 

ンドなど）では、必ず事前に本機の電源を 指ち 
お切りください。また、巧電もしないでく 
ださい。 

ガスに弓 I 火ずる恐れびあります。ガソ I 」ン 
スタンド構内などで NFC (おサイフケータ 
イ®を含む)対応携帯電話をご利用になる際 
は、電源を切った状態で使用してください 
( NFC (おサイフケータイ®を含む)を n ッ 
クされている場合は、 n ックを解除した上 
で電源をお切りください)。 

落としたり、投げたりして、強い衝撃を与 X-N 
えないでぐださい。 

内蔵電池の漏液•発熱•破裂 • 発火や火が•感票止 
電•故障などの原因とな0ます。 


使用中、充電中、保管時に、異音•を煙•異 A 
臭など、今までと異なることに気づいた V 
ときは、;夕の作業を行ってください。 指示 

1. コンセントやシガーライターソケットから 
充電器を持ってプラグを振いてください。 

2. やけどやけがに注意して、本機の電源を 
切ってください。 

異常な状態のまま使用すると、火がや感電 
などの原因となります。 

巧電端子やが部接続端子に、ぺットの尿 ベ、 
などの液体や導電性異物(銷筆のおや金 vjy 
属片、 金属製のネックレス、ヘアピンな 禁止 

ど)が細れないよラにして < ださい。また 
内部に入れないようにしてください。 

ショートによる火がや故障などの原因とな 
ります。 


本機び濡れている状態で絶巧に巧電しなベ、 
いで <ださい。 

感電や回路のショートなどによる火災•故 禁止 

障-やけどなどの原因となります。 

乾燥などの目的で、ドライヤーなどの温 X-N 
風をあてないでください。また、サウナに 
持ち込んだり、熱湯をかけたりしないで 禁止 

<ださい。 

内蔵電池の漏液•発熱•破裂 • 発火や、本機- 
充電器 • 卓上ホ J レダーの発熱•発煙•発火•故 
障などの原因とな0ます。 
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を全上のごを意 




ぐ5ついた台の上や傾いた所など、不を 
定な場所に置かないでください。 

落下して、けがや故障などの原因となりま 
す。バイブレータ設定中や充電中は、特にご 
を意ください。 


0 

禁止 


乳巧巧の手の届かない場所やぺットび触 
れない場所に保管してください。 

誤って飲み込んだり、けがなどの原因とな 
0ます。 


〇 

ちち 


巧商電池の取0巧いについて 




電池の種類を確認した上で、ご利用•処分をしてく 
ださい。 


表示 

電池の種類 

Li-ionO 己 

リチウムイオン電池 


义の中に投下しないで<ださい。 

内蔵電池を漏液‘破裂 • 発火させるなどの原 
因となります。 


0 

禁止 


子供び使用ずる場台は、保護ちが取り扱 A 
いち法を教えてください。使用中におい V 
ても、指示どおりに使用しているかをご おち 
ま意ください。 

けびなどの原因となります。 


なを刺したり、 A ンマーでたたいたり、踏 
みつけたり、強い衝撃を与えないでくだ 
さい。 禁止 

内蔵電池を漏液•発熱•破裂 • 発火させるな 
どの原因となります。 


内蔵電ミ也内部の液び眼の中に入ったとき A 
は、こすらず、すぐにきれいな水で洗い流 V 
し、ただちに医師の診察を受けてください。指示 
失明などの原因となります。 
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内蔵電池内部の液び皮膚やを服に付着し A 
た場合は、ただちに本機の使用をやめ、き W 
れいな水で洗い流してください。 指ち 

巧虜に傷害を起こすなどの原因となりま 
す。 


所定の充電時間を超えても巧電が完了し 
ない場合は、巧電を中止してください。 

内蔵電池を漏液•発熱•破裂 • 発火させるな 
どの原因となります。 

〇 

ちち 

本機の使用中•巧電中•保管時に、異臭•発 
熱•変色•変おなど、今までと異なること 
に気づいたときは、やけどやけがにま意 
して义気から遠ざけてください。 

異常な状態のまま使巧すると、内蔵電池を 
漏液•発熱•破裂 • 発火させるなどの原因と 
なります。 

〇 

ちち 

ぺットが本機に陋みつかないよラごま意 
ください。また、ぺットが陋みついた本機 
は使用しないでください。 

内蔵電池の漏液•発熱•破裂 • 発火や機器の 
故障•火がの原因となります。 

〇 

指ち 

li \ ミち意 


不要になった本機を、一般の]’ミと一緒 
に捨てないでください。 

電池を内蔵していますので、最寄りの r ソフ 
トバンクシヨッスへお持ちください。適切 
に処理いたします。 

0 

禁止 


本なの巧 D 巧いについて 




自動車、バイク、自きち車などの乗り物の運ベ、 
転中には使用しないでください。 

交通事故の原因となります。 禁止 

柔り物を運転しなびら携帯電話を使用する 
ことは、法律で禁止されており、罰則の対象 
となります。 

運転者び使用する場合は、駐停車が禁止さ 
れていない安全な場所に止めてからご使巧 
<ださい。 

高精度な制御や微弱な信号を取り扱ラ電 A 
モ機器の近くでは、本機の電源を切って V 
<ださい。 ちち 

電子機器が誤動作するなどの影響をちえる 
場合びあ0ます。 

《 ご注意いただをたい電子機器の例 

巧聴器 • 植込み型む臓ペースメーカ•植 
込み型除細動器‘その他の医用電気機 
器•火が報巧器•自動ドア•その他の自動 
_制御機器など_ 

本機の電波により運航のををにち障をを 
たず恐れがあるため、祈空機内では電源 V 
をお切りください。 指ち 

機内で携帯電話び使用できる場合は、航空 
会社の指示に従い適切にご使用<ださい。 
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を全上のごを意 


じ、臓の弱い方は、着信時のパイブレー 
ション(振動)や着信音量の設定にミ主意し 
て < ださい。 

む臓に影響を与える恐れがあります。 

〇 

指示 

屋外で使用中に雷が鳴りだしたら、ただ 
ちに電源を切って屋内などのままな場所 
に移動して < ださい。 

落雷や感電の原因となります。 

〇 

指ち 

赤外線ポートを目に向けて送信しないで 
ぐださい。 

目に影響を与える可能性があります。 

0 

禁止 

モパイルライトの発光部を人の目に近づ 
けて点:打発光しないでください。 

視力障害の原因となります。また、目がくら 
んだ0、驚いた0してけびなどの事故の原 
因となります。 

0 

禁止 

星注意 


車両電子機器に嚴響を与える場合は使巧 
しな^で< ださい。 

本機を自動車内で使用ずると、車種により 
まれに車雨電子機器に語響を与え、安を走 
行を損なラ恐れびあります。 

0 

禁止 


本機の使用により、助書に異常び生じた A 
場合は、ただちに使用をやめて医師の 診 V 
察を受けてください。 指ち 

本機では材料として金属などを使用してい 
ます。お客様の体質や体調によっては、かゆ 
み • かぶれ‘湿疹などが生じることびありま 
す(使用材料:1目ぺージ)。 


本機に磁気カードなどを近づけないでぐ 
ださい。 

キャッシュカード•クレジットカード•テレ 
ホンカード•フ□ッピーディスクなどの磁 
気データび消えてしまラことびあります。 

0 

禁止 

ストラップ•テレビアンテナなどを持っ 
て本機を振り回さないでください。 

本人や周囲の人に当ったり、ストラップが 
切れたりして、けびなどの事故や故障およ 
び破損の原因となります。 

0 

禁止 

本機を長時間ご使巧になる場合、特に高 
温環境では熱くなることがちりますの 
で、ごま意ください。 

長時間肌にふれたまま使用していると、低 
温やけどになる恐れがあります。 

〇 

指示 

着信音が鳴っているとをや、本機でメロ 
ディを再生しているとをなどは、スピー 
カーに耳を近づけないでください。 

難聴になる可能性びあります。 

0 

禁止 

フルセグ/ワンセグを視聴するときは、 
十分明るい場所で、画面からある程度の 
距離を空けてご使用 < ださい。 

視力お下につなびる可能性びあります。 

〇 

指示 

イヤホンを使用ずるときは音量に気をつ 
けて < ださい。 

長時間使用して難聴になったり、突然大さな 
音び出て耳を痛めたりする原因となります。 

〇 

指示 
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巧電器(オプシヨン品まむ)、卓上ホルダー 
の取 0 巧いについて 




充電中は、巧や布団でおおったり、包んだ 
りしないで < ださい。 

熱びこちって火災や故障などの原因とな0 
ます。 


0 

禁止 


指定 L ソがの電源•電圧で使用しないでく ベ、 
ださぃ。 ツ 

指定拟外の電源•電圧で使用すると、火がや票 止 
故障などの原因とな0ます。 

• AC アダプタ: AC 1 日日 V 〜 240 V (家庭用 
AC コンセント専用） 

• シガーライター充電器(オプション品）： 
DC 12 V ，24 V (マイナスアース車専用） 

また、海外旅行用として、市販されている 
r 蜜圧器」は使用しないでください。火が•感 
電•故障の原因となります。 

長時間使巧しない場合は、巧電器を持って A 
プラグをコンセントか6あいてください。^ 
感電•火災 • 故障の原因となります。 電源プラグ 

を抜く 


万一、水やぺットの尿などの液体び入っ A 
た場合は、ただちに巧電器を持って、コン ^ 
セントやシガーライターソケットからプ 電源プラヴ 
ラグを巧いてください。 をな< 

感電•発煙•火災の原因となります。 


プラグにほこりがついたとさは、充電器 
を持ってプラグをコンセントから抜き、 
乾いた巧などで拭を取ってください。 

火がの原因とな0ます。 

〇 

指示 

充電器をコンセントに差し&むとをは、 

巧電器のプラグや端子および卓上ホル 
ダーの端子に導電性異物(銷筆のおや金 
属片、 金属製のネックレス、ヘアピンな 
ど)が細れないようにミち意して、確実に差 
し込んでください。 

感電•ショート•火がなどの原因となります。 

〇 

指示 

濡れた手で巧電器のプラグを巧を差しし 
ないで < ださい。 

感電や故障などの原因となります。 

盛れ手禁止 

雷が鳴り出したら、充電器には軸れない 
でぐださい。 

感電などの原因となります。 

0 

禁止 

卓上ホルダーを自動車内で使用しないで 
<ださい。 

過大な温度と振動により、火災 • 故障の原因 
となります。 

0 

禁止 

充電器や卓上ホルダーは、風呂場や洗面 
巧など湿気の強い場所や水のかかる可能 
性のある場所では使用しないでくださ 
し、。 

火が•感電•故障の原因となります。 

0 

禁止 

シガーライター巧電器(オプション品）は、 
マイナスアース車専用でず。プラスアース 
車には絶对に使用しないでください。 

火災などの原因となります。 

0 

禁止 
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を全上のごを意 


シガーライター充電器(オプション品）の 
ヒューズが切れたとさは、必ず指定の 
ヒューズに交換してぐださい。 

指定政がのヒューズを使用ずると、火がや 
故障の原因となります。指定のヒューズに 
関しては、シガーライター充電器の取扱説 
巧書でご確認ください。 

〇 

指示 

/ II 注意 1 


お手入れの際は、コンセントやシガーラ 
イターソケットから、必ず巧電器を持っ 
てプラグを抜いてください。 

感電などの原因となります。 

€ 

電源プラグ 
を抜く 

巧電器をコンセントやシガーライターソ 
ケットか日抜くときは、コードを引っ張 
らず、巧電器を持ってプラグを巧いてく 
ださい。 

コードを引っ張るとコードが傷っさ、感電 
や火災などの原因となります。 

〇 

ちち 

巧電器をコンセントに接続しているとき 
は、引っ掛けるなど強い衝撃をちえない 
で < ださい。 

ブがや故障の原因となります。 

0 

禁止 

巧電中は卓上ホルダーの巧電端子に長時 
間軸れないでください。 

低温やけどになる恐れがあります。 

0 

禁止 

巧電端子に手や指など身体の一部が軸れ 
ないよラにして < ださい。 

感電 • 傷害 • 故障の原因となります。 

0 

禁止 


TV アンテナ入力用 microUSB 
巧換ケーブルの取日巧いについて 




雷び鳴つているときは、 TV アンテナ入力 ^ 
用 microUSB 変換ケーブルを絶対に接続 
しないで < ださい。 禁止 

感電、発火、火災などの原因となります。 


医用電気機器近<での巧0巧いについて 


ここで記載している内容は、 r 医用電気機器への電波 
の影響を防止するための携帯電話端ま等の使用に関 
する指針」（電波環境協議を[平成9年4月])に華拠、ま 
た「各種電波利用機器の電波び植込み型医療機器へ及 
ぼす影響を防止するための指針」（総務省〔平成2己年 
1月〕）の内容を参考にしたちのです。 


植込み型む臓ペースメーカおよび植込み A 
型除細動器を装着されている場合は、 

ペースメーカ等の装着部位か日1已 cm け 指示 
上離して携行および使巧してください。 

電波にょり植込み型む臓ぺース；><ーカぉょ 
び植込み型除細動器の作動に語響をちえる 
場合びあります。 
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自宅療養など医療機関のがで、植込み型む A 
臓ぺースメーカおよび植込み型除細動器 V 
む外の医巧電気機器を使用される場合に 指示 

は、電液による影響について個別に医用電 
気機器メーカなどに確認してください。 

電波により医用電気機器の作動に影響をち 
える場合があ0ます。 

付近に植込み型む臓べースメーカおよび A 
植込み型除細動器を装着しているちがい V 
る可能性がありますので、身動きが自由 指ち 

に取れないほど混雑した状巧等、1 5 cm 
上離隔距離を確保できない恐れがある 
場合には、事前に通信機能が使用でをな 
いげ態(例:機内モード)に切り替えるか、 

または携帯電話の電源をお切りくださ 
い。電源が自動的に入るアプリケーシヨ 
ンをインス I ルしている場合は、設定 
を解除してか5電源を切ってください。 

電波により、植込み型む臓ペースメーカお 
よび植込み型除細動器び誤動作するなどの 
影響を与える場合びおります。 


医療機関などでは、 lU 下を守ってくださ A 

い。本機の電液により医用電気機器に 影 W 

響を及ぼず恐れがあります。 指示 

♦ 手術室•集中治療室 0CU) •冠状動脈疾患 
監視病室に CU) には、本機を持ち込まな 
いで < ださし、。 

•病棟内では、本機の電源を切ってください。 

• □ビーなど、携帯電話の使用を許可された 
場所であってち、近くに医用電気機器びあ 
るとさは本機の電源を切ってください。 

• 医療機関び個々に使用禁止、持ち込み禁 
止などの場所を定めている場合は、その 
医療機関の指示に従ってください。 
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ご利用にあたって 


• USIM 力ードや、 USIM 力ード装着済みの本機を盗 
難-紛失された場合は、必ずお問い合わせ先 (11^ 裏 
表紙)までご連絡のラえ、緊急利用停止の手続きを 
巧ってください。 

•事故や故直修理などにより本機/ SD 力一问こ登 
録したデータ（電話帳•音楽•静止画•動画など)や設 
定した内容び消失•変化した場合の損害につきまし 
ては、当社は責任を負いかねますのであらかじめご 
了承ください。大切な電話帳などのデータは、控え 
をとっておかれることをおすずめします。 

•本機は、電波を利用しているため、特に屋内や地下 
街、トンネル内などでは電波び届きにくくなり、通 
話び困難になることびあります。また、通話中に電 
波状態の悪い場所へ移動ずると、通話び急に途切れ 
ることびありますので、あらかじめご了承くださ 
い。 

* 本機を公共の場所でご利巧いただくときは、周囲の 
人たちの迷惑にならないよラにご注意ください。 

• 本機は電波法に定められた無線局です。したびっ 
て、電波法に基づく検査を受けていただくことがあ 
ります。あらかじめご了承ください。 

• 一般の電話機やテレビ、ラジオなどをお使いになっ 
ている近くで本機を使用すると、雑音び入るなどの 
影響を与えることがありますので、ご注意ください。 

• 榜受(ぼラじゅ）にごミち意ください。 

本機は、デジタル信号を和巧した傍受されにくい商 
品でずが、電波を利用している関係上、通常の手段 
を超える方法をとられたときには第兰者び故意に 
傍受するケースちまった<ないとはいえません。こ 
の点をご理解いただいたラえで、ご使用ください。 

■ 傍受とは、無線連絡の内容を第兰者び別の受信機 
で故意または偶然に受信することです。 

• インターネットのサイトには、悪質なわのや有害な 
ちのびあります。特に、個人情報の書さ込みなどは 
慎重に行いましよラ。 


• 本機を他人に使わせたり譲渡する目的で海外へ持 
ち出す場合は、輸出許可び必要になることびありま 
すび、旅行や出張時に本人び使用する目的で日本か 
ら持ち出し持ち帰る場合には許可は不要です。 

米国輸出規制により本機をキューバ、イラン、朝鮮 
民主主義人民共和国、スーダン、シ U アへ持ち込む 
ためには米国政府の輸出許可び必要です。 

•本機では 、 Google In じび提供する 「Google 
円 ay …」上より、さまざまなアブ U ケーションのイ 
ンストールび巧能です。お客様ご自身でインストー 
ルされるこれらのアプリケーションの内容(品質、 
信頼性、合法性、目的適合性、情報の真実性、正植性 
など)およびそれに起因するすべての不具合（ウイ 
ルスなど）につきましては、当社は一切のな証を致 
しかねます。 

高温時のごミち意 

• 操作方法や使巧環境によっては、本機の内部温度び 
高くなり、熱くなることびあ0ます。その際にはま 
全のため、充電び停止したり、画面の明るさび調整 
される場合びお0ます。 

また、内部温度の高い状態のまま使用し続けると、 
警告画面が表示されたあと、約3分後に電源び切れ 
ますのでごを意ください。この場合には、本機の内 
部温度を下げるため、すべてのアプリケーションを 
終了してから、画面を消打してください。 

• カメラ使用時は、内部温度の高い状態のまま使用し 
続けると、警告画面が表示された約1分後に、撮影 
データを保存し、自動終了します。 


技術基準適合話巧について 

本機は、電波法ならびに電気通信事業法に基づく技術 
基準に適合しています。;欠の操作で、技術基準適合言正 
明に関する情報等)を確認できます。 

アプリケーンヨンシ-卜で M (設定) 4 S 3 MI 


お術基準適合証明」 


マナーモー ドにごいて 

• マナーモードを設定していてち、カメラ撮影時の 
シャッター音、ビデオカメラ撮影時の撮影開始/終 
了音、音楽•動画•ゲームの音などは鳴ります。 

カゾラについて 

• 力^ラ磯能は、一般的なモラルを守ってご使用ください。 

• 大切なシーンを撮影されるとさは、必ず試し撮りを 
打い、画像を表のして正しく撮影されていることを 
ご確認ください。 

♦撮影び禁止されている場所では撮影しないでください。 

•カメラ機能を利用して撮影した画像は、個人として楽 
しむ場合などを除さ、菁作権者(撮影者)などの許可を 
得ることなく使用したり、転送することはできません。 

フルセグ/ワンセグについて 

•本機は、電波を利用しているため、特に屋内や地下 
街、トンネル内などでは電波び届きにくくなり、フ 
ルセグ/ワンセグネ見聴が困難になることびありま 
す。また、フルセグ/ワンセグ視聴中に電波状態の 
悪い場所へ移動すると、映像び急に途切れることび 
ありますので、あらかじめご了承ください。 

♦ お客様のご利用環境によって電波の受信状態び異 
なるため、一部地域では視聴できない場合びありま 
す。受 f 言!犬態の良い環境でご利用ください。 

• フルセグ録画時は、 TV アンテナ入力用 microUS 己 
変換ケーブルを使用した場合のみ、録画ファイルを 
SD カードに保存できます。 TV アンテナ入力用 
microUSB 変換ケーブルを使用していない状態で 
は、録画ファイルは本体メモ U に保存されます。 

♦録画ファイルの保存先として、本体メモ U または 
microSDXC 力ードのご使用をおすすめします。 
microSDHC カードを使用した場合、空さ容量にか 
かわらず、錄圃ま1回につき最大 4 G 巨 (3 日分程度） 
までとなります。 

• 本体メモリに保存された 4 G 己 (30 分程度)け上の 
録画ファイルを microSDHC カードへ移動するこ 
とはでさません。 


本な:メモリについてのごミ主意 

• お買い上げ時、本機で撮影した請！止画や動画などの 
メディアファイルは、本機の本体メモ川こ保巧され 
るように設定されています。 

• お客様びダウン□ー ドされたアブ I 」ケーシヨン(市 
販品）によっては、なを先び SD カードと説明されて 
いる場合でわ、データファイルが本機の本体メモリ 
に保をされることびありますのでご注意ください。 

通話中/通信中のごミ主意 

• 通話中や通信中は、同時に他の機能を使巧している 
間や各種操作を行っている間ち通話料、通信料びか 
かりますので、ご注意くださし、。 

♦ JavaScript 通信は、通信料び高額になる可能性び 
あ0ます。 

緊急速報メールについて 

♦お買い上げ時、受信設定は「有効」に設定されています。 

♦ 受信時には、マナーモードであってを警告音び鳴動 
します。 

•通話中、通信中および電波状態び悪い場合は受信で 
さません。 

•お客様のご利用環境•状況によっては、お客様の現 
在地と異なるエ U アに関する情報び受信される場 
合、または受信できない場合びあります。 

•受信設定を r 有効」にしている場合は、待受時間び短 
<なることびあります。 

♦ 当社は情報の内容、受信タイミング、情報を受信ま 
たは受信できなかったことに超因した事故を含め、 
本サービスに関連して発生した損害については、一 
切責任を負いません。 
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ご利用にあたって 


SSL / TLS にごいて 


本機には、あらかじめ認証機関から発行された電モ的 
な証明書び登録されてお 0、 SSL/TLS (インター 
ネット上でデータを暗号化して送受信する通信ち法） 
を利巧でさます。 

• セキュ U ティで保護されている情報画面を表示す 
る場合は、お客様は自己の判断と責任において 
SSL / TLS を利用するものとします。お客様自身 
による SSL / TLS の利巧に際し、ソフトバンク、 

シャープ株式を社および認証会社である日本べ U 
サイン株式含社、サイバートラスト株式会社は、お 
客様に巧し SSL / TLS の安全性などに関して何ら 
保証を行ラちのではありません。万一、何らかの損 
害びお客様に発生した場合でち一切責任を負ラわ 
のではありませんので、あらかじめご了承くださ 
し、。 


Wi - FK おお LAN ) について 


無線 LAN 似降 rWi - FU と記載)は、電波を利用して情 
報のや0とりを巧ラため、電波の届 < 範囲であれば自 
由に LAN 接続でさる利点びあります。その反面、セ 
キュ U ティの設定を巧っていないときは、第兰者に情 
報を盗み見られてしまラ可能性びあります。お客様の 
判断と責任において、セキュ U ティの設定を行い、使 
用することを推奨します。 

•電気製品 ‘ AV ’ OA 機器などの近くでは利用しない 
で < ださい。通信速度の低下や通信不可、雑音など 
の可能性があります(特に電モレンジ使用時は、影 
響を受けることびあります)。 

• 複数のアクセスポイントびを在するとさは、正しく 
検索でさないことびあります。 


■巧用上のミ主意事項 

本機の Wi - Fi の周波数帯では、電子レンジなどの産業- 
科学•医療用機器や、工場の製造ライン等で使用され 
ている構内無線局、アマチュア無線局など OiTFir 他 
の無線局」と略す)び運用されています。他の無線機器 
との電波干渉を防止するため、下記の事項にを意して 
ご使用ください。 

1 Wi-Fi を使用ずる前に、近くで同じ周波数帯を使 
用する r 他の無線局」が運用されていないことを 
目視で確認してください。 

2万一、 Wi-Fi の使用にあたり、本機と r 他の無線局」 
との間に電波干渉の事例び発生した場合には、速 
やかに使用場所を変えるか、 Wi - 円の使用を停止 
(電波の発射を停止）して < ださい。 

3その他不明な点やお困0のことび起さたとさに 
は、次の連絡先へお問い合わせください。 

連絡先:ソフトパンクカスタマーサポート 
ソフトパンク携帯電話か 51 已 7( 無料） 
(一般電話からおかけの場合、裏表紙の r お問 
い合わせ先」を参照してください） 

♦周液数帯について 

この無線機器は、 2.4 GHZ 帯と己 GHz 帯を使用しま 

す。変調方式として DS - SS / 日 FDM 変調ち式を採用 

し、与干渉距離は 40 m な下です。 

次の操作で、周波数帯に関する情報を確認でさま 

す。 

アプリケーンヨンシ-卜で H (設定) 


2.4 DS / OF 4 
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•己 GHz 帯の使用チヤンネルについて 

巳 GHz の周波数帯においては、 5.2 GHz / 

巳. 3 GHz / 巳.目 GHz 帯 ( W 已 2/\ A / 己 3/ W 已 6) の3 
種類の帯域を使用ずることびでさます。 

■ W 巳2(已 .2 GHz 帯/ 36、38、40、44、46、48 ch ) 

■ W 已3(己. 3 GHz 帯/已2、己4、已6、60、6吕、64ご11) 

■ W 己6(已 .6 白 Hz 帯/1己0、1己2、1己4、1己8、 

11日、1に、116、118、12日、124、126、 

128、132、134、136、14日 ch ) 

巳. 2 GHz / 已 .3 GHz 帯 ( W 巳吕 / W 巳 3) を使って屋外 
で通信を巧ラことは、電波法で禁止されています。 
■ 日 luetooth ® との同時利用について 
Wi-Fi ( IEEE 802.11 b / g / n ) は、巨 luetooth ® と同一 
周波数帯 (2.4 白 Hz ) を使巧するため、近 < で 
Bluetooth ® 機器を利用したり、本機の Bluetooth ® 
が有効になっていると、通信速度の低下や雑音、接続 
不能の原因になることびあります。接続にま障がちる 
ときは、日 luetooth ® 機器の利用を中止したり、本機 
の巨 luetooth ® を無効にしてください。 

• 本機の Wi - Fi で設定できるチヤンネルは1 -1 3です。 
これに(外のチヤンネルのアクセスポイントには接続 
でさませんのでご注意ください。 

•利用可能なチヤンネルは、国により異なりまず。 

• 航空機内の使用は事前に各航空含社へご確認くださ 
い。 

• フランスなど、一部の国/地域では、 Wi - 円の使用び 
制限されます。お外で利用するときは、その国/地域 
の法規制などを件をご確認ください。 


L Bluetooth ® 煤能について 」 

巨 luetooth ® 機能の利用時に、データや情報の漏洩に 
より発生した損害につをましては、責任を負いかねま 
すので、あらかじめご了承ください。 

■巧用上の注意事頂 

本機の Blue ね oth ® 機能の周波数帯では、電モレンジ 
などの産業 • 科学‘医療用機器や、工場の製造ライン等 
で使用されている構内無線局、アマチュア無線局など 
(政下、 r 他の無線局」と略す）び運用されています。他 
の無線機器との電波干渉を防止するため、下記の事項 
に注意してご使用ください。 

1巨 luet □日 th ® 機能を使用する前に、近くで同じ周 
波数帯を使用する r 他の無線局」が運用されてい 
ないことを目視で確認してください。 

2万一、 Bluetooth ® 機能の使用にあたり、本機と 
「他の無線局」との間に電波干渉の事例び発生し 
た場合には、速やかに使用場所を変えるか、 

巳 luetooth ® 機能の使用を停止(電波の発射を停 
止）してくださし、。 

3その他不明な点やお困りのことが起きたときに 
は、次の連絡先へお問い合わせください。 

連絡先: ソフトパンクカスタマーサポート 
ソフトバンク 携帯電話 か61已7 撫料） 

(一般電話からおかけの場合、裏表紙の r お問 
い合わせ先」を参照してください） 
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ご利用にあたって 
♦周液数帯について 

この無線機器は、 2.4 GHZ 帯を使用します。 

FH 1 は変調方式として FH - SS 変調方式を採用し、 
与干渉距離は約1 Om む下です。 

XX 4 はその他方式を採用し、ち干渉距離は約 40 m 
む下です。 

移動体識別装置の帯域を回避することはでをません。 
次の操作で、周波数帯に関する情報を確認でさます。 

アプリケーン ヨン シ-卜で 田(設定)* * 


2.4 FH 1/ XX 4 



MHL 接続にごいて 


本機と、 MHL(Mobile High-Definition Link ) 規格対 

応機器を、 MHL ケーブル怖販品)で接続すると、本機 

の画面と同じ内容を相手機器の画面に表示すること 

がでさます （ MHL 接続)。 

また、 MHL 接続中は相手機器の電力で、本機を充電ず 

ることびでさます。 

ご利用にあたっては、次のことにごミ主意 < ださい。 

• MHL 接続により、自動的に本機の電源が入ること 
びあります。このため、航空機内や病院など、使用を 
禁止された区域では接続を巧わないよラにご注意 
<ださい。 

* 使用ずる MHL ケースレやネ目手機器によっては、十 
分に充電でさないことびあります。 AC アダプタで 
の充電をおすすめします。 

♦本機のアプ U ケーシヨンによっては、 MHL 接続を 
利用でさないことびあります。 

• MHL 接続中は、フルセグ/ワンセグを受信できま 
せん。フルセグ/ワンセグを視聴/録画するとさ 
は、本機から MHL ケーブルを取りがしてください。 

• MHL 接続は、海外ではご利用になれません。 


L ワイヤレス出力について 」 

本機と、近くにある Wi-Fi Direct 規格が応機器を 
Wi - Fi 接続すると、本機の画面と同じ内容を相手機器 
の画面に表示することびでさます（ワイヤレス出力)。 
ご利用にあたっては、;欠のことにごを意ください。 

* 本機のアプ U ケーシヨンによっては、ワイヤレス出 
力びでさないことびあります。 

* 本機のアプ U ケーシヨンの設定によっては、ワイヤ 
レス出力すると、アプ U ケーシヨンが終了すること 
びあ0ます。 
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お取0扱いについて 


• 電池残量のない状態で放置したりすると、お客様び 
登録 • 設定した内容び消失または変化してしまラこ 
とびありますので、ご注意くださし、。なお、これらに 
関しまして発生した損害につきましては、当社は責 
任を負いかねますので、あらかじめご了承くださし、。 

• 本機は温度:巳に〜3巳で、湿度: 3己％〜目日％の範 
囲でご使用ください(風呂場などでの一時的な使用 
に限り、温度3白で〜40ごの範囲で巧能)。 

• 極端な高温や低温環境、直射日光の当たる場所での 
ご使用、保管は避けてください。 

• 使用中や充電中は本機や内蔵電池び温かくなるこ 
とびありますび、異常ではありませんので、そのま 
まご使用くださし、。 

• お客様の取り扱いの不備による故障と認められたと 
きは、保証の対象外となりますのでご了承くださし、。 

• 力;^ラ部分に、直射曰光が長時間当たると、内部の 
カラーフィルターが変色して、画像が変色すること 
びおります。 

• 端テが巧れていると接触び悪 < なり、充電不十分の 
原因となりますので、巧れたとさは、端子を乾いた 
巧、綿棒などで拭いてください。 

•お手入れは、乾いた柔らかい布などで拭いてくださ 
し、。また、アルコール、シンナー、ベンジンなどを用 
し、ると色びあせたり、文字び薄くなったりすること 
びありますので、ご使用にならないでください。 

•本機のディスプレイを堅い物でこすったり、傷つけ 
ないよラご注意 < ださい。 

•無理な力がかからないよラにお取り扱いください。 
故障やけがの原因とな0ます。 

■ ズボンやスカートのポケットに入れたまま、しゃ 
びみこんだり椅子などに座らないでください。特 
に厚い生地の衣服のときはごを意ください。 

■ カバンなどに入れるときは、重たい物の下になら 
ないよラに十分ご注意ください。 


• 本体の背面カバーは取りがしでさません。無理に取 
0外そラとすると、破損や故障の原因とな0ます。 
また、防水性能を損なラ原因にちなります。 

•端テに指定品ながのをのは、取0付けないで < ださ 
し、。誤動作したり、破損ずることびあります。 

• SD カードの使巧中は本機の電源を切らないでくだ 
さい。データの消失•故障の原因となります。 

• ホ行中は、周囲の音び聞こえなくなるほど、音量を 
上げないで < ださい。事故の原因とな0ます。 

• 本機を手に持って使用するとさは、スピーカーをふ 
さびないよラにごを意ください。 


タッチパネルについて 


♦次のような操作を行うと、動作しないことびあります。 
■ 手袋をした指や / n の先での操作 
■ペン、ボールペン、鉛筆など先のとがったちのでの操作 
■ 異物をタッチパネルに載せたままでの操作 
•誤動作の原因となりますので、次の点にご注意くださし、。 
■ 濡れた指で操作しない 

■ タッチパネルに水;苗びついているが態で操作しない 
■強<巧し過ぎない 

■ タッチパネルに市販のシールなどを貼らない 
•タッチパネルに水滴がついているとさは、水滴を柔 
らかい巧などでおいてからご使用 < ださし、。 
•タッチパネルで思ラよラに操作できないとさは、次 
の操作を巧ってください。 

アプリケーンョンシ-卜で B (設定)* 


良ッチパネル補正 J 


• 次のよラなとさは、逗]を巧して画面を消好させた 
あと、再度迪_を巧して画面を点打させてから操作 
してくださし、。 

■画面に納れていないのに、本機が勝手に動作するとき 
■ 画面に軸れてち、本機び反応しないとさ 
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お取り扱いについて 


USIM トレイにごいて 


を話□と7イクについて 


本機の送話□とマイクは次の図の位置にあります。 


マイク 


送話口 


送話□とマイクは非創こルさいため、手で持つときに 
&さいでしまラ可能性があります。通話するとさや、 
動画を撮影するとさなどに所さいでしまラと、感度び 
落ちる可能性びありますのでごま意ください。 



V _仁 1 6=?_ J 


USIM トレイは USIM カードを装着するために必要な 
トレイです。破損•紛失しないようにご注意ください。 
* USIM トレイを強く引き出したり、斜めに引き出し 
たりすると、破損の原因となります。 

USIM トレイに指をかけて、ゆっくりと水平に引さ 
抜いてください。 


I _テレビアンテナについて_ I 

テレビアンテナは弓 I さ出して、角度を調節して利用で 
きます。収納するときは、無理に巧し込まず、角度を 
まっすぐにした状態で本体に近い部分を持って完全 
に収納してください。完全に収納しないまま持ち運ぶ 
と、破損の原因となります。 
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USIM 力ードの取 0 付け/巧日巧しについて] [ な制的に電源を切る 


本機に SD カードを取り付けている場合、 USIM カー 
ドを取り付け/取り外しするには、あ日かじめ SD 
カードを取り外す必要びあります。 

• USIM カード取り付けの際は、次の点にミち意して 
行ってください。 

■ USIM 力ードは USIM トレイに取り付け、取り付 
け位置0^9ページ）に注意し、金属端デ部分を 
上にして、 USIM トレイごと奥までゆっくりと水 
平に差し込む 


本機び動作を停止したり入力を受け付けなくなった 
りした場合に、強制的に電源を切ることびでさます。 

逗：（11秒政上長巧し） 

•バイブレータが2回動作したあと、電源が切れ 
ます。 

■ バイブレータび1回動作したあと、逗]を離 
すと、本機が再起動します。 


オール y セットにごいて 



市販品のイヤホンマイクを使用すると、正常に動作し 
ない場合があります。指定品のマイク付ステレオイヤ 
ホン rSHLDLl 」（オプション品)をお使いください。 

• イヤホンマイク使用時、イヤホンマイク端モ部に強 
い負荷をあたえると防水性能び損なわれることが 
あ0ますのでごを意ください。 


オール U セツトすると、本機のシステムメモリのデー 
夕がすべて消去されます(お買い上げ時にインス I -一 
ルされている一部のアプ U ケーシヨンち含みます)。 
リセツトした内容は、元に戻せませんので、十分にご 
確認のラえ操作してください。 _ 


アプリケーシヨンシートで因（設定) ♦ 


その他の設 I 


►操作用暗証 


巧 g 入力 留 


ずべて消去 


本体内データを消去 I 


I にチェックを入れてオール 
U セットを実行すると、本体メモ U に保巧され 
たデータちすべて消去されます。 

I ゴ わ "x わア 

オール U セツトを実行すると、 SD カードに保存 


されたデータちすべて消去されます。 


[ Picasa ™ ウ I ブアルバム□グインについてのごま意 I 

Picasa ウェブアルバムへの n グイン巧に設定してし、 
る Goo 旨 le …アカウントを、本機の Goo 呂 le アカウン 
卜として登録してください。本機に Goo 呂 le アカウン 
卜を登録したあとに、その Google アカウントを入力 
して円 casa ウェブアルバムのアカウントを新規に取 
得しても、 Picasa は本機の白 00 呂 le アカウントの同 
期項目には表示されません。 
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知的財産権について 


肖像権について 


* 他人から無断で写真を撮5れたり、撮られた写真を無 
断で公表されたり、利用されたりすることびないよう 
に主張できる権利び肖像権です。肖像権には、誰にで 
を認められている人格権と、タレントなど経済的利な 
に着目した財産権(バブ U シティ権)びありまず。した 
びって、勝手に他人やタレントの写真を撮って公開し 
たり、配布したりすることは違法行為となりまずの 
で、適切なカメラ機能のご使用をむがけてください。 


I _き作権につぃて 

• 音楽、映像、コンピュータ•プ□グラム、データベース 
などは著作権法により、その著作物および著作権者の 
権利び保護されています。こラした著作物を複製ずる 
ことは、個人的にまたは家庭内で使用ずる目的でのみ 
行ラことびでをまず。この目的を超えて、権利者の了 
解な < これを複製(データ形式の変換を含む)、改蜜、 
複製物の譲渡、ネットワーク上での配信などを行ラ 
と、 r 著作権侵害」 r 著作を人格権侵害」として損害賠償 
の請まや抑事処罰を受けることびあります。本製品を 
使用して複製などをなされる攝合には、著作権法を遵 
守のラえ、適切なご使用をわがけていただをまずよ 
う、お願いいたします。また、本製品にはカメラ機能び 
搭載されてぃまずび、本力；>^ラ機能を使用して記録し 
たをのにつをましても、上記と同様の適切なご使用を 
むびけていたださますよラ、お願いいたします。 


[ 才ープジソースソフトク I アについて ] 

•本機には 、 GNU General Public License 
( GP し ）、 GNU Lesser General Public License 
( LGPL )、 その他のライセンスに基づくソフトウエ 
アび含まれています。 

次の操 fTC ?、 当該ソフトウエアのライセンスに関ず 
る詳細を確認できます。 

アプリケーン ヨン シ-卜で 田(設定) 


b ■—プン ソース ライセンス 


• GP し LGP し Mozilla Public Ucense ( MPL ) に基 
づくソフトウ X アのソースコードは、下記サイトで 
無償で開示しています。 

詳細は下記サイトをご参照<ださい。 

https://sh-dev.sharp.co.jp/android/modules/oss/ 


本機に搭載のソフトウエアは著作物であり、著作 
権、善作者人格権などをはじめとする著作ち等の権 
利び含まれており、これらの権利は营作権法により 
保護されています。ソフトウエアの全部または一部 
を複製、修正あるいは改変したり、八ードウエアか 
ら分離したり、逆アセンスレ、をコンパイル J 」 バー 
スエンジニア U ング等は行わないでください。第三 
ちにこのよラな巧^為をさせることわ同様です。 
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動画の撮影/再生の技術には rMPEG -4」 び使われてし、 
ます。 

This product is licensed under the MPEG -4 
Visual Patent Portfolio License for the personal 
and non-commercial use of a consumer to ( i ) 
encode video in compliance with the MPEG -4 
Video Standard (" MPEG -4 Video ") and/or ( ii ) 
decode MPEG -4 Video that was encoded by a 
consumer engaged in a personal and 
noncommercial activity and/or was obtained 
from a licensed video provider . No license is 
呂 ranted or implied for any other use . 

Additional information may be obtained from 
MPEG LA . 

See http :// www . rnpegla . com . 

This product is licensed under the MPEG -4 
Systems Patent Portfolio License for encodin 呂 in 
compliance with the MPEG -4 Systems Standard , 
except that an additional license and payment of 
royalties are necessary for encoding in 
connection with ( i ) data stored or replicated in 
physical media which is paid for on a title by title 
basis and/or ( ii ) data which is paid for on a title by 
title basis and is transmitted to an end user for 
permanent storage and/or use . Such additional 
license may be obtained from MPEG LA , しし C . 

See h 1; tp :// www . mpe 呂 la.com for additional details . 
本製品は、 AVC ポートフオ U オライセンスに基づさ、お 
客様び個人的に、且つ非商業的な使用のために （i ) 

AVC 規格準拠のビデオ a ソ下 「 AVC ビデオ」と記載しま 
す）を符号化するライセンス、および/または （ ii)AVC 
ビデオ(個人的で、且つ商業的活動に従事していないお 
客様により符号化された AVC ビデオ、および/または 
AVC ビデオを提供することについてライセンス許諾さ 
れているビデオプ□バイダーから入手した AVC ビデオ 
に限ります)を復号するライセンスび許諾されておりま 
す。その他の使用については、黙示的にを一切のライセ 
ンス許諾がされておりません。さらに詳しい情報に つし、 
ては 、 MPEG LA ， LLC 力、ら入手できる可能性びあり 
ます。11け；口://\^のの.の口6呂13.じ0のをご参照くださ■い。 


本製品は、 VC -1 Patent Portfolio License にちづき、 
お客様び個人的に、旦つ# E 商業的な使用のために （ i ) 
VC-1 規格準拠のビデオ(な下 rvc-1 ビデオ」と記載しま 
す）を巧号化するライセンス、および/または（り） VC -1 
ビデオ(個人的で、且つ商業的活動に従きしていないお 
客様により符号化された VC -1 ビデオ、および/または 
VC -1 ビデオを提おすることについてライセンス許諾ご 
れているビデオプ□パイダーか5入手した VC -1 ビデオ 
に限ります)を復号するライセンスび許諾されておりま 
す。 その他の使用については、黙示的にち一切のライセ 
ンス許諾がされておりません。さらに詳しい情報につい 
ては 、 MPEG LA , し LC . から入手できる可能性びありま 
す。|11：か://\/雨\/\/.171口己呂13.加171 を ご 参照ください。 


Microsoft ®、 Windows®、Windows Vista ®、 Excel ®、 
PowerPoint®、Windows Media ® は、米国 Microsoft 
Corporation の米国およびその他の国における商標ま 
たは登録商標です。 

Microsoft ® Excel ®. Microsoft ® Word は、米国の 
Microsoft Corporation の商品名!称です。 

Bluetooth ® is a trademark of the Bluetooth SI 白， Inc . 

©Bluetooth’ 

SMART READY 

The Bluetooth word mark and logos are owned by 
the Bluetooth SIG , Inc . and any use of such marks 
by Sharp is under license . Other trademarks and 
trade names are those of their respective owners . 
Bluetooth ® は、米国 Bluetooth S に, Inc . の登録商標です。 
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知的お産権について 


Oracle と Java は、日 racle Corporation 及びそのモ会 
社、関連会社の米国及びその他の国における登録商標で 
す。文中の社名、商品名等は各社の商標または登録商標 
である場合びあります。 


QR コードは株式会社デンソーウてーブの登録商標です。 



microSD 、 microSDHC 、 microSDXC □ゴは SD -3 C , 
LLC の商標です。 


aptX は CSR pic . の登録商標です。 

この製品では、シャープ株式会社び液晶画面で見やず 
<、読みやずくなるよう設計したにフオントび搭載さ 
れています。 LC フォント / LCFONT および IS ® は、 
シヤープ株式会社の登録商標です。 


「 GREE 」 および 「 GREEjazn ま、グ U - 株式会社の登録 
商標または商標です。 


「 Moba 呂 e 」 および「 Mobagejn コは、株式会社ディー • 
ェヌ • エーの登録商標または商標です。 


本製品は、無線 LAN 標準規格の尼 EE 8 日 2.1 1に基づさ、 
無線 LAN 機器の相ち接続性を保証するために Wi-Fi 
Alliance ® び定めている認証テストをパスしており、 
rWi-Fi CERTI 円 EDTM 」 という認定び与えられています。 
IEEE 802.1 la / b / 旨 /n に. 4 GHz / 已 GHzVac ※に巧 
応しております。 

& IEEE 802.1 lac ドラフト版に対応しています。今後 
の正式規格対応商品や他社のドラフト版対応商品と 
は通信でさない場合びあります。対応商品については 
次のサイトをご實くだごい。 
http :// k - tai . sharp . co . 山/ support / s / 206 sh / 
peripherals.htm 附 /wlan 



CERTIFIED 


Wi-Fi Protected Setup … ( WPS ) で、無線 LAN の接続 
設定内容 ( SSID や認証ち式、暗号キーなど)をフツシユ 
ボタンち式、円 N コード入力ち式で設定でさる機能を有 
してし)ます。 



Wi - 円®、 Wi-Fi Alliance ®、 Wi-Fi Protected Access ® 
( WPA )、 Wi-Fi CERTI 円 ED □ユ Wi-R Protected 
Setup □ゴは Wi - 円 Alliance の登録商標です。 

Wi-Fi CERTIFIED ™. Wi-Fi Direct ™. Wi-Fi 
Protected Setup ™. WPA 2™. Miracast ™ は Wi-R 
Alliance の商標です。 
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Google VGoogle □二 f 、 AndroicT"、Android □二 f 、 
Google Play 、 Google Play ロユ Android マーケツ 
卜□コ 、 Goo 邑 le + T "、 Goo 呂 le + □コ ’、 Gmair " ^ Gmail 
□ユ Goo 呂 le マップ TM 、 Google マップ〇コ‘、 Google 
卜ーク…、 Google 卜ーク□二 f 、 Goo 呂 le マッフナ 
ビ…、 Google マップナビ□二 LGoo 旨 le + □—カル…、 
Google Chrome …、 Chrome □コ 、 Google 音声検 
索™ .Google 音青検索□ゴ、 Picasa、Picasa □コ、 
YouTube ™ および YouTube □ゴは 、 Google Inc . の 
商標です。 


DLNA ® DLNA □ゴおよび DLNA CERTI 円 ED ™ は、 
Digital Living Network Alliance の商標です。 
DLNA ®. the DLNA Lo 旨 o and DLNA CERTIFIED ™ 
are trademarks , service marks , or certification 
marks of the Digital Living Network Alliance . 

本機の DLNA の認定はシャープ株式会社び取得しました。 


MHL □コ‘、 MHL および Mobile High-Definition Link 
は MHL ， LLC の商標または登録商標です。 

が MHL 

Mobile Hi 口 h- 口 efinition Link 


This product includes software developed Dy 
the OpenSSL Project for use in the OpenSSL 
Toolkit , ( http :// www . openssl . or 旨/) 

この製品には OpenSSL Toolkit における使用のため 
に OpenSSL フ□ジェクトによって開発されたソフト 
ウェアが含まれています。 


This product includes cryptographic software 
written by Eric Youn 呂 ( eay @ cryptsoft . com ) 

この製品には Eric Young によって作成された暗号化 
ソフトウてアび含まれています。 


Portions Copyright © 2004 Intel Corporation 
この製品には Intel Corporation のソフトウエアを一 
部利用しております。 


文字変換は、オム□ンソフトウエア株式会社の iWnn を 
使用しています 。 iWnn ◎ 0 MR 0 N SOFTWARE Co ., 
Ltd . 200 S -201 3 All Rights Reserved . 
iWnn IME © OMRON SOFTWARE Co .. Ltd . 

吕〇 09-2013 All Rights Reserved . 


本製品には株式会社モ U サワの書体、新コ‘ M を搭載し 
ています。*新コは株式会社モ U サワの登録商標です。 


TouchSense ® Technology and TouchSense ® 
System 3000 Series , and TouchSense ® 
System 已〇00 Series Licensed from Immersion 
Corporation . TouchSense ® System 300日 
Series . TouchSense ® System 己000 Series , 
Integrator and other Immersion software 
contained herein are protected under one or 
more of the U . S . Patents found at the following 
address www . immersion . com / 
patent - marking.html and other patents pending . 

化 I immersion. 

• TouchSense Technology 


「 GALAPAGOS」、「GALAPAGOS STORE 」、 
「AQUOS PH 日 NEJ'rAQUOS PH 日 NE 」 □ユ「アク 
オス」、 「 A 日 UOS 」、「 AQUOS 」 □コ 、 「Feel UX 」、 「ベー 
ルビュ ー」、 「 VeilView 」、 「フアミ U ンク」、 

「 FAMILINK 」、「 Meclia 」 et 」、 r エコ巧」マーク、「エコ 
技 」、 rsH SHOW 」、 r 文辞技」、「アウトドアビュ ー 」、 r ク 
イックツ—ルボックス」、「エコバックライトコント □- 
ル 」、 「Sweep ON」、["Shake OFF」、[Bright Keep 」、 
「Hello answer 」 はシャーフ株式会社の商標またみ登録 
商標です。 
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知的財産権について 


• 「ジーニアス和英辞巧 MX 第2版 」 ◎MINAMIDE Kosei , 
NAKAMURA Mitsuo and Taishukan , 2012 
• 「ジーニアス英和巧巧 MX 増補版 」© MINAMIDE Kosei , 
NAKAMURA Mitsuo and Taishukan , 2012 
• 「明鏡国語辞巧 MX 第二版 」 ◎KITAHARA Yasuo and 
Taishukan , 2012 


PhotoScouter ® は株式会社モルフオの登録商標また 
は商標です。 


「 Twitter 」 の名称、□ゴは、 Twitter , Inc . の登録商標です。 


r スグデコ！」は株式会社アイフ U —クの登録商標です。 


UULA ® は株式会社 UULA の登録商標です。 


MyScript ® Stylus Mobile は、ビジョン•オブジェクツ 
S . A . (ビジョンオブジェクツ)の商標でず。 

MyScript 面 Stylus Mobile is a trademark of 
VISION OBJECTS . 


Facebook ® および Facebook □コ’は、 Facebook , Inc . 
の商標または登録商標です。 


McAfee およびその他のマークは、米国法人 McAfee , 
Inc . またはその関係会社の米国またはその他の国にお 
ける登録商標または商標です。セキュ U ティを連想させ 
るホは McAfee ブランド製品巧自の色です。 


AOSST " は株式会社バッファ□一の商標です。 


Internet Sa 呂 iWall は、 BB ソフトサービス株式会社の 
商標または登録商標です。 


r モバイル Suica 」 は、東曰本旅客鉄道株式会社の登録商 
標です。 


Powered by emblend Copyright 20 日 9-2010 
Aplix Corporation . All rights reserved , 
emblend は、日本における株式会社アプリックスの製 
口□名ごす。 


内蔵音声認識エンジンは、株式会社アドノ くンスト•メ 
ディアの AmiVoice を使用しています。 AmiVoice およ 
び AmiVoice のロゴマークは株式会社アドバンスト•メ 
ディアの登録商標です。 

C 叩 yri 呂 ht ◎ 1 999-201 2 PayPal . All rights 
reserved . 


「 Yahoo !」 および 「 Yahoo !」 の□ゴマークは、米国 
Yahoo ! Inc . の登録商標または商標です。 


音声コーデックには Jean-Marc Valin / Xiph.Org 
Foundation の Speex を使用しています。 

◎ 2002 -20 日3, Jean-Marc Valin / Xiph.Org Foundation 

Redistribution and use in source and binary 
forms , with or without modification , are 
permitted provided that the following conditions 
are met : 

* Redistributions of source code must retain the 
above copyright notice , this list of conditions 
and the following disclaimer . 

* Redistributions in binary form must reproduce 
the above copyright notice , this list of 
conditions and the following disclaimer in the 
documentation and/or other materials provided 
with the distribution . 

* Neither the name of the Xiph . or 旨 Foundation 
nor the names of its contributors may be used 
to endorse or promote products derived from 
this software without specific prior written 
permission . 


THIS SOFTWARE IS PROVIDED BY THE 
COPYRIGHT HOLDERS AND CONTRIBUTORS 
"AS に ’ AND ANY EXPRESS OR IMPLIED 
WARRANTIES , INCLUDING . BUT NOT LIMITED 
TO , THE IMPLIED WARRANTIES OF 
MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A 
PARTICULAR PURPOSE ARE DISCLAIMED . IN 
N 0 EVENT SHALL THE FOUNDATION OR 
CONTRIBUTORS BE LIABLE FOR ANY DIRECT , 
INDIRECT , INCIDENTAL , SPECIAL . 
EXEMPLARY , OR CONSEQUENTIAL DAMAGES 
( INCLUDING , BUT NOT LIMITED TO , 
PROCUREMENT OF SUBSTITUTE GOODS OR 
SERVICES ： LOSS OF USE . DATA , OR PRO 円 TS ; 
OR BUSINESS INTERRUPTION ) HOWEVER 
CAUSED AND ON ANY THEORY OF LIABILITY , 
WHETHER IN CONTRACT , STRICT LIABILITY , 
OR TORT (INCLUDING NEGLIGENCE OR 
OTHERWISE ) ARISING IN ANY WAY OUT OF 
THE USE OF THIS SOFTWARE , EVEN IF 
ADVISED OF THE POSSIBILITY OF SUCH 
DAMAGE . 

Copyright ©2012 Yahoo Japan Corporation . All 
Rights Reserved . 


Fel に a はソニー株式会社び開発した非接轴に力ードの 
技術方式です。 

Fel に a はソニー株式会社の登録商標です。 

。は、フエ U カネットワークス株式会社の登録商標です。 
Fel に a is a contactless 1 C card technology 
developed by Sony Corporation . 

Fel に a is a trademark of Sony Corporation . 


「おサイフケータイ」は、株式会社 NTT ドコモの登録商標 
です。 


デ〕レメール、 S ! メール、楽デ〕、カバ〕レ、スマセレは 
ソフトバンクモバイル株式会社の登録商標または商標 
です。 


◎ Soft 己 ank Mobile Corp . /Powered by MediaDo 


SOFTBANK およびソフトバンクの名称、□二[は曰本国 
およびその他の国におけるソフトバンク株式会社の登 
録商標または商標です。 


その他の記載している会社名、製品名は各社の登録商標 
または商標です。 
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携帯電話傑の比旧収率》 1( SAR ) 口いて心 


この機種に 0 己 SH ] の携帯電話機は、国が定めた電 
波の人体吸収に関ずる技術基華に適合していまず。 

この技術基準&1は、人体頭部のそばで使用する携帯 
電話機などの無線機器から送出される電波び人間の 
健康に影響を及ぼさないよラ、科学的根拠に基づいて 
定められたわのであり、人体側頭部に吸収される電波 
の平均エネルギー量を表す比贩収率 ( SAR : Specific 
Absorption Rate ) につし、て、これび 2 W/k 旨※2の許 
容値を超えないこととしています。この許容値ま、使 
用者の年齢や身体の大ささに関係なく十分な安全率 
を含んでおり、世界保健機関 ( WHO ) と協力関係にあ 
る国際非電離放射線防護委員爸(に NIRP ) わ帝した 
国際的なガイドラインと同じ値になっています。 

この携帯電言舌機 【206 SH 】®、 SAR & C 1477 W/ks 
です。この個ま、国び定めた方法に従い、携帯電話機の 
送信電力を最大にして測定された最大の値です。個々 
の製品によって SAR にをかの差異び生じることちあ 
りますび、いずれを許容値を満足しています。また、携 
帯電話機は、携帯電話基地局との通信に必要な最ほ限 
の送信電力になるよラ設計されているため、実際に通 
話している状態では、通常 SAR はよりルさい値とな 
ります。 


側頭部 L ソがの位置でご使用になる場合 

この携帯電話機は、側頭部政外の位置でち使用可能で 
す。キヤ U ングケース等のアクセヴ1」をご使用になるな 
どして、身体から1.已センチ上離し、かつその間に金 
属(部分)び含まれないよラにすることで、この携帯電話 
磯は電波防護の国際ガイドラインに適合しますを‘も 

世界保健機関は、『携帯電話び潜在的な健康リスクを 
ちたらすかどラかを評価ずるために、これまで20年 
攻上にわたって多数の研究び行われてきました。今曰 
まで、携帯電話使用によって生じるとされる、いかな 
る健康影響ち確立されていません。』と表明していま 
す。 

SA 刊 こついて、 さらに詳しい情報をお知りになりた 
い場合は、下記のホームぺージをご参照ください。 

総務省のホームページ 

http://www.tele.soumu.go.jP/j/sys/ele/index.htm 
一般社団法人電波産業をのホームページ 
http://www.arib-emT.org/index02.html 

み1技術基準については、電波法関連省令(無線設備 
規則第14まの 2) で規定されています。 

《2平成目年に(旧)郵政省電気通信技術審議をによ 
り答申された r 電波防護指針」に規定されていま 
す。 

み3携帯電話機本体を側頭部ながでご使用になる場 
合の SAR の測定法については、平成22年3月に 
国際規格 ( IEC 6220目- 2) び制定されました。国 
の技術基準については、平成23年 1 0月に情報通 
信審議会より答申されています。 
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電波ば < 露の影響に関する情報として、米国連邦通 
信委員を ( FCC ) のき準および欧州における情報を掲 
載しています。詳細は r 米国連邦通信委員を ( FCC ) の 
電波ばく露の影響に関する情報」 r 歐州における電波 
ばく露の影響に関する情報」をご参照ください。 
r 米国連邦通信委員会 ( FCC ) の電波ばく露の影響 
に関する情報」 

米国連邦通信委員会の指針は、独立した科学機関び定 
期的かつ周到に科学の研究を巧った結果策定された基 
準に基づいています。この許容値は、使用者の年齢や健 
康巧態にかかわらず十分に安全な値となっています。 
携帯電話機から送出される電波の人体に対する影響 
は、比販収率 ( SAR : Specific Absorption Rate ) と 
いラ単位を用いて測定します。 FCC で定められてし、 

る SAR の許容値は、1 .6 W/k 旨となっています。 

測定試験は機種ごとに FCC び定めた位置で実施さ 
れ、下記のとおりに従って身体に装着した場合は 
日.已日 W / k 旨です。 

身体装着の場合:この携帯電話機 [206 SH ] では、一 
般的な携帯電話の装着法として身体から1.日センチ 
に距離をなち携帯電話機の背面を身体に向ける位置 
で測定試験を実施しています。 FCC の電波ばく露要 
件を満たすためには、身体から1 .0 センチの距離に携 
帯電話を固定できる装身具を使用し、ベルトクリップ 
やホルスターなどには金属部品の含まれていないち 
のを還んで < ださい。 

上記のま件に該当しない装身具は、 FCC の電波ばく 
露要件を満たさない場合ちあるので使用を避けて< 
ださし、。 

比吸収率 ( SAR ) に関するさらに詳しい情報をお知り 
になりたい場合は下記のホームページを参照してく 
ださし、。 

FCC Radio Frequency Safety (英文のみ） 
http :// transition . fcc . gov / oet / rTsafety / 


r 欧州における電波ば<露の影響に関する情報」 

この携帯電話機 【206 SH ] は無線送受信機器です。本 
品は国際指針の推寶する電波の許容値を超えないこ 
とを確認しています。この指針は、独立した科学機関 
である国際非電離放射線防護委員を aCNIRP ) び策 
定したをのであり、その許容値は、使用者の年齢や健 
康状態にかかわらず十分に安全な値となっています。 
携帯電話機から送出される電波の人体に対する影響 
は、比吸収率 （ SAR : Specific Absorption Rate ) と 
いラ単位を用いて測定します。携帯機器における 
SAR の許容値は 2 W/k 邑で、身体に装着した場合の 
SAR の最高値は日.4日 2 W/kg です。 

SAR 測定の際には、送信電力を最大にして測定する 
ため、実際に通話している巧態では、通洁 SAR はより 
ルさい値となります。これは、携帯電話機は、通信に必 
要な最低限の送信電力で基地局との通信を行ラよラ 
に設計されているためです。 

世界保健機関は、携帯機器の使巧に関して、現在の科 
学情報では人体への悪影響は確認されていないと表 
明しています。また、電波の影響を抑えたい場合には、 
通話時間を短くすること、または携帯電話機を頭部や 
身体から離して使巧することび出来る A ンズフリー 
用機器の和用を推奨しています。さ5に詳しい情報を 
お知りになりたい場合には世界保健機関のホーム 
ページをご参照ください。 

世界保健機関(英文のみ） 
http :// www . who . int/emf 
S が tBank スマートフ オン 鲁機種の電波比暇収率 
( SAR ) 一覧はこちら 

http :// mb . softbank . jp / inb / support / sar / 
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巧証とア フターサー ビス 


■巧証について 

本機をお買い上げいただいた場合は、保証書がつい 
てお0まず。 

* お買い上げ店名、お買い上げ曰をご確認ください。 

• 内容をよくお読みのラえ、大切に保管してください。 
• 保証期間は、保証書をご覧ください。 


• 本製品の故障、誤作動または不具合などによ0、通話 
などの機会を逸したために、お客様、または第兰ちび 
受け5れた損害につきましては、当社は責任を負い 
かねますのであ弓かじめご了承 < ださい。 

• 故障または修理により、お客様が登録/設定した内 
容び消失/変化する場合びあ0ますので、大切な電 
話帳などは控えをとっておかれることをおすすめし 
ます。なお、故障または修理の際に本機に登録した 
データ(電話帳/音楽/静止画/動画など)や設定し 
た内容び消失/変化した場合の損害につさまして 
は、当社は責任を負いかねますのであらかじめご了 
承ください。 

• 本製品を分辭/改造ずると、電波法に&れることび 
あ0ます。また、改造された場合は修理をお弓 I さ受け 
でさませんので、ごま意ください。 


■ アフターヴー ビスについて 

修埋を巧頼される場合、お問い合わせ先裏表 
紙）または最寄りのソフトパンクシヨップへご相談 
<ださい。 

その際、できるだけ詳しぐ異常のげ態をお聞かせく 
ださい。 

•保証期間中は保証書の記載内容に基づいて修理い 
たします。 

• 保証期間後の修理につきましては、修理により機能 
び維持でさる場合は、ご要望により有償修理いたし 
ます。 

•本機の巧修用性能部品(機能維持のために必要な部 
品)の最低保有期間は、生産打ち切0後6年です。 

アフターサービスについてご不明な点は、最寄りの 
ソフトパンクショップまたはお問い合わせ巧 
( sy 裏表紙)までご連絡ください。 
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Quick Tips 


Before Using Handset 


Charge handset before powering on forthefirst 

time (not adequately charged at time of 

purchase ). 

• Handset may not power on when charge is low . 

• If handset does not power on even after 
charging , contact a SoftBank Shop . 

[ Accessories ] 

• Desktop Holder ( SHEFA 1) 

• AC Charger ( SHCEJ 1) 

• TV Input - to-Micro USB Cable 

(Battery is built into handset; handset back 

cover is not removable.) 

[ Charging (Desktop Holder) ] 

Use Desktop Holder and A し Charger . 

• Desktop Holder and A し Charger are not 
water proof . Never charge handset while it is 
wet ; may cause electric shock , or fire , 
malfunction , burns , etc . due to 
short - circuiting . 

• Handset/AC Charger may become warm 
while charging . 
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O Insert Micro USB plug into 
connector port 

• Insert Micro USB plug in correct 
orientation; otherwise, connector port 
may be damaged. Confirm contours and 
orientation of Micro USB plug, then insert 
it with tabs facing down. 

巧 Extend blades and plug AC 
Charger into AC outlet 



out as shown. 

@ Place handset into Desktop Holder 
with Charging Terminals facing 
down 



Q Tilt handset back as shown until it 
clicks 



• Notification Lamp illuminates while charging. 

• Notification Lamp goes out when charge 
is full. 

貪 Remove handset and then Micro 
USB plug from Desktop Holder, 
then unplug AC Charger and 
retract blades 



• To remove handset, tilt it toward you 
while holding Desktop Holder. 
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Handset Keys 


グ。。 • C 




画 

Activate/cancel 
Screen lock. Long 
Press for power on 
or phone options. 

1,1 

Decrease Volume. 

‘ 

Increase Volume. 


Navigation Bar 



□ 

Go back/escape. 

□ 

Return to each 
sheet. 

曰 

Open Options 
menu. 

EtI 

Open application 
use history. 


Basic Operations 


[ Power On/Oft 

■ Power On 

画！ (Long Press) 

After Powering On for the First Time 
が巧ずる ♦ Drag down ♦ Q ♦ 
Change interface to English (See 
"English Interface" below) 

UnlocKing Touchscreen 
Drag down. 

Screen Lock 

After a period of inactivity or Pressing I の， 
Display goes completely dark and Screen lock 
activates. To cancel, Press [ の ;lock screen 
appears. 

■ Power Off 

\W (Long Press) ♦ Power o が ♦ 
OK 


\ _English Interface _| 

In application sheet, 田（設定 ） ♦ 

その他の設定*言語と义宇入力*言語 
(Language ) を逆が伞 English 

[ Mv Phone Number ] 

In application sheet, 因 （ Settings ) 伞 Profile 
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General Notes 


[ Handset ] 

Do not disassemble or modify handset. 

[Electromaqnetic Safety in burope ] 

For body-worn operation, this mobile phone 
has been tested and meets RF exposure 
guidelines when used with an accessory 
containing no metal and positioning the 
handset a minimum 15 mm from the body. Use 
0 千 other accessories may not ensure compliance 
with RF exposure guidelines. 

[ Cb Declaration of Conformity ] 

C€0168 ① 

In some countries/regions including Europe, there are 
restrictions on the use of 5 GHz WLAN that may limit the 
use to indoors only. 

If you intend to use 5 GHz WLAN on the device, check the 
local laws and regulations beforehand. 

Hereby, Sharp Telecommunications of Europe Ltd, declares 
that 206SH is in compliance with the essential requirements 
and other relevant provisions of Directive 1999/5/EC. 

A copy of the original declaration of conformity for each 
model can be found at the following Internet address: 
http://www.sharp.co.jp/k-tai/ 

■ Battery Cautions 

Use specified Charger only. 

Non-specified equipment use may cause 
Internal Battery to leak, overheat, burst or 
ignite, and may cause Charger to overheat, 
ignite, malfunction, etc. 


Battery is built into handset. Do not dispose of 
handset with ordinary refuse; take it to a 
SoftBank Shop for appropriate disposal. 

Charge handset in ambient temperature 5°C - 
35°C ： Internal Battery may leak/overheat and 
performance may deteriorate outside this range. 

■ Mobile Light 

Do not shine Mobile Light in eyes. 

May temporarily affect eyesight or startle, 
leading to accidents. 

■ European RF Exposure Information 

Your mobile device is a radio transmitter and 
receiver, it is designed not to exceed the limits 
for exposure to radio waves recommended by 
international guidelines. These guidelines were 
developed by the independent scientific 
organization ICNIRP and include safety margins 
designed to assure the protection of all persons, 
regardless of age and health. 

The guidelines use a unit of measurement known 
as the Specific Absorption Rate, or SAR. The SAR 
limit for mobile devices is 2.0 W/kg and the 
highest SAR value for this device when tested at 
the ear was 0.536 W/kg*. As mobile devices offer 
a range of functions, they can be used in other 
positions, such as on the body as described in this 
User Guide**. In this case, the highest tested SAR 
value is 0.402 W/kg***. As SAR is measured 
utilizing the device's highest transmitting power 
the actual SAR of tnis device while operating is 
typically below that indicated above. This is due to 
automatic changes to the power level of the 
device to ensure it only uses the minimum level 
required to reach the network. 
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The World Health Organization has stated that 
present scientific information does not indicate 
the need for any special precautions for the use 
of mobile devices. They note that if you want to 
reduce your exposure then you can do so by 
limiting the length o 千 calls or using a hands-free 
device to keep the mobile phone away from the 
head and body. 

*The tests are carried out in accordance with 
international guidelines for testing. 

**Please see "Electromagnetic Safety in 
Europe" on P.50 for important notes regarding 
body-worn operation. 

***A method of measuring SAR when a mobile 
phone is used at positions other than at the ear 
was established in March 2010 through an 
international standard (IEC62209-2). M に 
technical regulation was reported in October 2011 
by the Information and Communications Council. 

World Health Organization 

http://www.who.int/Gmf 

List of Specific Absorption Rates (SAR) for radio 

waves by smartphone model 

http://mb.softbank.jp/mb/supportysar/ 

(Japanese) 

■Volume Level Caution 

A To prevent possible hearing damage, 
do not listen at high volume levels 千 or 
long periods. 

Headphone Signal Level 
The maximum output voltage for Music Player 
千 unction, measured in accordance with EN 
50332 -2, is 115 mV. 


■ 5 GHz WLAN Operation in USA 

Within the 5.15-5.25 GHz band, U-NII devices 
are restricted to indoor operations to reduce 
any potential for harmful interference to 
co-channel Mobile Satellite Services (MSS) 
operations. 

[ FCC Notice 

• This device complies with part 15 o 千 the FCC 
Rules. Operation is subject to the following 
two conditions: 

(1)This device may not cause harmful 
interference, and (2) this device must accept 
any interference received, including 
interference that may cause undesired 
operation. 

• Changes or modifications not expressly 
approved by the manufacturer responsible for 
compliance could void the user's authority to 
operate the equipment. 

■ FCC Information to User 

This equipment has been tested and found to 
comply with the limits of a Class B digital 
device, pursuant to Part 15 of the FCC Rules. 
These limits are designed to provide reasonable 
protection against harmful interference in a 
residential installation. Tnis equipment 
generates, uses and can radiate radio frequency 
energy and, if not installed and used in 
accordance with the instructions, may cause 
harmful interference to radio communications. 
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However, there is no guarantee that 
interference will not occur in a particular 
installation; if this equipment does cause 
harmful interference to radio or television 
reception, which can be determined by turning 
the equipment off and on, the user is 
encouraged to try to correct the interference by 
one or more of the following measures: 

1. Reorient/relocate the receiving antenna. 

2. Increase the separation between the 
equipment and receiver. 

3. Connect the equipment into an outlet on a 
circuit different from that to which the 

r 目 c 巨 iv 色 「 is connected. 

4. Consult the dealer or an experienced radio/ 
TV technician 千 or help. 

■ FCC RF Exposure Information 
Your handset is a radio transmitter and receiver. 
It is designed and manufactured not to exceed 
the emission limits for exposure to radio 
frequency (RF) energy set by the Federal 
Communications Commission of the U.5. 
Govemm 目 nt. 

The guidelines are based on standards that 
were developed by independent scientific 
organization through periodic and thorough 
evaluation of scientific studies. The standards 
include a substantial safety margin designed to 
assure the safety of all persons, regardless of 
age and health. 


The exposure standard for wireless handsets 
employs a unit of measurement known as the 
Specific Absorption Rate, or 5AR. The SAR limit 
set by the FCC is 1.6 W/kg. The tests are 
performed in positions and locations (e.g. at the 
ear and worn on the body) as required by the 
FCC for each model. 

The highest SAR value for this model handset as 
reported to the FCC when tested for use at the 
ear is 0.48 W/kg, and when worn on the body 
in a holder or carry case, is 0.50 W/kg. 
Body-worn Operation; This device was tested 
for typical body-worn operations with the back 
0 千 the handset kept 1.0 cm from the body. To 
maintain compliance with F しし RF exposure 
requirements, use accessories that maintain a 
1.0 cm separation distance between the user's 
body and the back of the handset. The use o 千 
beltclips, holsters and similar accessories should 
not contain metallic components in its 
assembly. 

The use of accessories that do not satisfy these 
requirements may not comply with FCC RF 
exposure requirements, and should be avoided. 
The FCC has granted an Equipment 
Authorization for this model handset with all 
reported SAR levels evaluated as in compliance 
with the F [し RF emission guidelines. SAR 
information on this mode! handset is on file 
with the F 仁し and can be found under the 
Display Grant section of 
http://www.fcc.qov/oet/ea/ after searching on 
FCC ID APYHR000194. 

Additional information on Specific Absorption 
Rates (SAR) can be found on the FCC website at 
http://transition.fcc.gov/oet/rfsafetv/. 
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Customer Service 


For SoftBank handset or service information, call General Information. For repairs, call Customer Assistance. 


If you cannot reach a toll free number, use the number (charges apply) below for your 
service area: 


Hokkaido Area 
Tohoku Area 
Hokuriku Area 

Kanto & Koshinetsu Area 

022-380-4380 

Tokai Area 

052-388-2002 

Kansai Area 

06-7669-0180 

Chugoku Area 
Shikoku Area 

Kyushu & Okinawa Area 

092-687-0010 


Smartphone Technical Support Center 


From a SoftBank handset, dial toll free at 151 
From a landline/IP phone, dial toll free at 0800 -1700-151 


Customer Assistance (Repairs/Lost Handsets) 


• From a SoftBank handset, dial toll free at 113 

• From a landline/IP phone, dial toll free at 0800-919-0113 


SoftBank Customer Support 


General Information 


• From a SoftBank handset, dial toll free at 157 

•From a landline/IP phone, dial toll free at 0800-919-0157 


SoftBank Mobile Global Call Center 


From outside Japan, dial +81-3-5351-3491 (toll free from SoftBank handsets) 

If handset is lost/stolen, call this number Immediately (international charges apply) 
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お PS い合わせ巧一覽 


お困りのときや、ご不明な点などございました5、お気軽に下記お問い合わせ窓□までご連絡ください。 


ソフトパンクカスタマーヴポート 


総合案内 


紛失-故障受付 

ソフトバンク携帯電話から1已7(無料） 


ソフトバンク携帯電話から113 (無料） 

—般電言舌から f © 日800 -919-01 已7 (無料） 

J 


-般電話から f © 0800-919-0113 (無料） 


IP 電話などでフリーコールび繫び6ない場合は、巧れ入りまずが下記の番号へおかけください。 


東日本地域 

022-380-4380 (有料） 

東短地域 

052-388-2002 (有料） 

関西地域 

06-7669-0180 (有料） 

中国•四国，九州- 
沖縄地域 

092 -687-0010 (有料） 


スマー トフオンテクニカルヴポートセンター 


スマートフオンの 操作案内は こち 


ソフトバンク携帯電話から1已1撫料） 一般電話か日® 0800 -1700-1 己](無料) 


ソフトバンクモバイル国際コールセンター 


海外か5のお問い合わせおよびを難•紛失のご連絡 


+81-3-5351-3491 (有料、ソフトバンク携帯電話か引ま無料) 


2013年6月第1版発巧ソフトバンクモバイル株式会社 
製造元：シャープ株式会社 


TCAUZA268AFZZ 
13F 115.2 DS MK56 ① 























